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労
働
過
程
に
お
い
て
は
、
種
々
の
損
害
が
労
働
者
に
生
じ
う
る
。
労
働
災
害
や
職
業
病
な
ど
に
よ
り
労
働
者
自
身
が
直
接
的
に
損
害
を

被
る
場
合
（
労
働
者
被
害
の
類
型
）
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
、
労
働
者
が
自
己
の
不
注
意
で
使
用
者
ま
た
は
第
三
者
に
損
害
を
与
え
、
こ

れ
の
損
害
賠
償
義
務
の
負
担
と
い
う
形
で
損
害
を
被
る
場
合
（
労
働
者
加
害
の
類
型
）
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
労
働
過
程
で
生
じ
た
損
害

に
関
し
て
は
、
使
用
者
と
労
働
者
の
内
部
関
係
で
は
、
使
用
者
は
過
失
と
は
無
関
係
に
こ
の
経
済
的
損
失
を
負
担
す
べ
き
だ
と
い
う
の
が

使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
論
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
は
雇
用
・
労
働
契
約
と
い
う
契
約
法
領
域
に
お
け
る
使

用
者
の
無
過
失
責
任
で
あ
っ
て
、
い
わ
ば
不
法
行
為
法
上
の
危
険
責
任
に
相
応
す
る
。
両
者
は
い
ず
れ
も
利
益
思
想
（
ご
Ｃ
【
国
」
⑰
‐

ぬ
の
：
ゴ
訂
）
と
危
険
設
定
思
想
（
の
①
（
：
『
⑫
の
薗
目
砠
緒
の
８
口
【
の
）
を
理
論
的
根
拠
と
す
る
点
で
共
通
す
る
。

わ
が
国
で
は
、
労
働
者
加
害
の
類
型
で
は
使
用
者
の
求
償
権
（
七
一
五
条
三
項
）
の
制
限
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
労
働
者
被
害

の
類
型
で
は
圧
倒
的
な
見
解
は
過
失
責
任
を
貫
徹
し
、
使
用
者
は
過
失
の
な
い
限
り
責
任
を
負
わ
な
い
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な

法
状
況
は
、
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
そ
れ
と
比
べ
る
と
立
ち
後
れ
た
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ら
の
国
に

お
い
て
は
、
法
的
構
成
に
争
い
は
あ
る
も
の
の
、
結
論
的
に
は
労
働
過
程
で
生
じ
た
経
済
的
損
失
の
使
用
者
へ
の
帰
属
を
認
め
る
点
で
は

判
例
・
学
説
は
一
致
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
１
）
 

ド
イ
ツ
で
は
、
判
例
・
通
説
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
七
○
条
の
費
用
概
念
の
拡
張
お
よ
び
危
険
労
働
理
論
に
よ
る
が
、
カ
ナ
ー
リ
ス
は
、
こ
れ
に

代
え
て
、
統
一
的
に
「
他
人
の
た
め
に
す
る
行
為
の
リ
ス
ク
責
任
（
四
の
房
。
富
津
目
、
ワ
巴
の
ｎ
ｇ
Ｑ
８
の
、
の
。
①
一
ｍ
（
の
『
弓
菖
頤
斥
の
旨
ニ
ヰ
の
曰
‐

は
じ
め
に 法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

＝ 
￣ 

四
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：
日
ご
｛
の
『
の
②
②
の
）
」
と
い
う
一
般
的
な
理
論
に
よ
る
べ
き
こ
と
を
提
唱
し
た
。
こ
の
見
解
は
ド
イ
ツ
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

（
２
）
 

し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
判
例
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｏ
Ｇ
Ｈ
は
、
一
九
八
一
一
一
年
の
判
決
（
の
ロ
患
へ
画
の
（
の
．

②
臣
）
・
○
】
Ｎ
］
・
田
・
雪
山
）
に
お
い
て
、
委
任
者
の
無
過
失
損
害
賠
償
義
務
を
定
め
る
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
を
「
他
人
の
た
め
に
す
る
行

為
の
リ
ス
ク
責
任
」
を
規
定
し
た
も
の
と
解
し
、
こ
の
規
定
を
類
推
適
用
し
て
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
を
肯
定
し
た
。
こ
の
判
例
理
論
は

学
説
に
お
い
て
も
圧
倒
的
に
支
持
さ
れ
て
い
る
。

わ
が
国
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
の
観
点
を
主
張
し
た
の
は
四
宮
説
が
最
初
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
六

五
○
条
三
項
や
信
託
法
三
六
条
は
「
利
益
の
属
す
る
者
に
危
険
も
属
す
る
」
と
い
う
原
則
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
事
務
管
理
者
が
損
害

（
３
）
 

を
被
っ
た
場
ム
ロ
、
こ
の
原
則
に
よ
り
賠
償
請
求
し
う
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
事
務
処
理
関
係
に
お
け
る
「
結
果
の
移
転
」
と

し
て
の
リ
ス
ク
転
嫁
の
原
則
は
さ
ら
に
雇
用
・
労
働
契
約
に
も
妥
当
す
る
と
し
て
、
労
働
者
加
害
の
類
型
に
お
け
る
使
用
者
の
求
償
権
お

（
４
）
 

よ
び
損
害
賠
償
請
求
権
の
制
限
を
基
礎
づ
け
た
。
ま
た
、
私
見
は
安
全
配
慮
義
務
聿
諏
を
研
究
す
る
中
で
、
使
用
者
の
安
全
配
慮
義
務
を
給

付
義
務
と
し
て
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
労
働
過
程
で
生
じ
た
損
害
に
関
し
て
は
、
労
働
者
被
害
の
類
型
お
よ
び
労
働
者
加
害
の
類
型
に

共
通
し
て
、
「
他
人
の
た
め
に
す
る
行
為
の
リ
ス
ク
責
任
」
を
理
論
的
根
拠
と
し
て
、
形
式
的
に
は
六
五
○
条
三
項
の
類
推
適
用
に
よ
っ

（
５
）
 

て
統
一
的
に
使
用
者
に
そ
の
経
済
的
損
失
を
帰
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
責
任
論
に
対
し
て
は
、
学
説
の
反
応
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
冷
淡
か
つ
懐
疑
的
な
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

（
６
）
 

る
。
そ
こ
で
、
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
論
を
よ
り
明
確
化
し
こ
れ
に
対
す
る
疑
念
を
払
拭
す
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に

お
け
る
リ
ス
ク
責
任
論
の
展
開
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
関
す
る
判
例
理
論
が
蓄
積

さ
れ
つ
つ
あ
り
、
類
型
的
に
も
広
が
り
を
見
せ
つ
つ
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
論
の
展
開
二
）
（
宮
本
）

三
五
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労
働
者
が
労
働
過
程
に
お
い
て
損
害
を
被
っ
た
場
合
（
労
働
者
被
害
の
類
型
）
に
は
、
普
通
社
会
保
険
法
（
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ｇ
）
の
特
別
規
定

が
存
在
す
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
労
働
災
害
ま
た
は
職
業
病
に
よ
る
労
働
者
の
人
的
損
害
に
関
し
て
は
、
故
意
の
場
合
を
除
い
て
、
使
用

者
は
労
働
者
お
よ
び
そ
の
遺
族
に
対
し
て
賠
償
責
任
を
負
わ
な
い
（
Ａ
ｓ
Ｖ
Ｇ
一
一
一
三
三
条
一
項
）
。
た
だ
し
、
交
通
事
故
に
よ
る
場
合
に

は
使
用
者
の
免
責
特
権
は
排
除
さ
れ
る
（
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ｇ
三
三
一
一
一
条
三
項
）
。

従
っ
て
、
民
法
上
の
賠
償
責
任
規
定
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
使
用
者
の
免
責
特
権
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
に
限
ら
れ
る
。

ま
ず
第
一
に
、
物
的
損
害
が
そ
う
で
あ
る
。
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
類
推
に
よ
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
が
こ
れ
ま
で
主
と
し
て
問
題
と

さ
れ
て
き
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
労
働
者
の
物
的
損
害
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
る
。
第
二
に
、
人
的
損
害
に
関
し
て
も
、
使
用
者
の
故
意
の
場

合
お
よ
び
交
通
事
故
の
場
合
に
は
使
用
者
の
責
任
特
権
が
排
除
さ
れ
る
。
前
者
の
場
合
に
は
リ
ス
ク
責
任
の
実
益
は
な
い
。
ま
た
、
後
者

に
つ
い
て
も
、
使
用
者
の
自
動
車
保
有
者
と
し
て
の
危
険
責
任
（
従
っ
て
、
自
動
車
責
任
保
険
者
に
よ
る
保
険
給
付
）
が
存
在
す
る
た
め
、

使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
は
実
際
的
に
は
問
題
と
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
’
九
八
九
年
の
Ａ
ｓ
Ｖ
Ｇ
一
一
一
三
一
一
一
条
三
項
の
改
正
に
伴
っ
て
、

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

一一一一ハ

オ
ー
ス
ト
リ
ァ
法
で
は
、
わ
が
国
と
異
な
り
そ
れ
ぞ
れ
の
類
型
に
関
し
て
特
別
法
が
存
在
す
る
か
ら
、
ま
ず
最
初
に
こ
れ
を
概
観
し
、

使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
の
問
題
領
域
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
が
有
益
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
で
、
リ
ス
ク
責
任
論
一
般
に
関

す
る
問
題
点
を
検
討
し
、
そ
れ
か
ら
各
類
型
に
つ
い
て
判
例
を
中
心
と
し
て
個
別
的
に
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

第
一
章
労
働
過
程
で
生
じ
た
損
害
に
関
す
る
法
規
制

労
働
者
被
害
の
類
型
と
普
通
社
会
保
険
法
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第
二
に
、
労
働
者
が
第
三
者
を
加
害
し
た
場
合
に
は
、
賠
償
し
た
労
働
者
ま
た
は
使
用
者
の
償
還
請
求
権
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
規
定

す
る
。
す
な
わ
ち
、
使
用
者
の
同
意
を
得
て
、
ま
た
は
確
定
判
決
に
基
づ
い
て
、
労
働
者
が
第
三
者
に
過
失
に
よ
っ
て
加
え
た
損
害
を
賠

償
し
た
と
き
は
、
こ
の
賠
償
額
お
よ
び
不
可
避
的
な
訴
訟
費
用
や
差
押
費
用
の
償
還
を
一
部
、
ま
た
は
軽
過
失
の
と
き
は
全
部
、
使
用
者

に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
条
二
項
に
掲
げ
た
事
情
は
こ
こ
で
も
考
慮
さ
れ
る
（
三
条
二
項
）
。
ま
た
、
宥
恕
可
能
な
過
ち
に
よ
る

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
論
の
展
開
二
）
（
宮
本
）

三
七

労
働
者
加
害
の
類
型
に
つ
い
て
は
、
一
九
六
五
年
に
制
定
さ
れ
た
被
用
者
賠
償
責
任
法
（
ロ
一
目
の
目
呂
ョ
⑦
『
菌
｛
Ｂ
｛
一
一
。
。
［
、
の
⑪
の
国
、
以

下
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
と
略
す
。
）
が
次
の
よ
う
な
労
働
者
の
責
任
軽
減
を
規
定
し
て
い
る
。

ま
ず
第
一
に
、
労
働
者
の
使
用
者
に
対
す
る
加
害
の
場
合
で
あ
る
が
、
労
働
者
が
労
務
給
付
の
調
達
に
際
し
て
過
失
に
よ
り
使
用
者
に

損
害
を
与
え
た
と
き
は
、
裁
判
所
は
衡
平
に
基
づ
い
て
減
額
し
、
軽
過
失
の
と
き
は
、
全
部
を
免
責
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
二
条
一
項
）
。

こ
の
賠
償
義
務
の
判
断
に
際
し
て
は
、
裁
判
所
は
と
り
わ
け
労
働
者
の
過
失
の
程
度
や
当
該
活
動
と
結
び
つ
い
た
資
任
の
程
度
、
報
酬
の

算
定
に
際
し
て
そ
の
リ
ス
ク
が
ど
の
程
度
考
慮
さ
れ
て
い
る
か
、
労
働
者
の
職
業
教
育
の
程
度
、
労
務
給
付
が
調
達
さ
れ
る
べ
き
条
件
、

損
害
発
生
の
回
避
の
困
難
性
が
経
験
的
に
当
該
労
務
給
付
と
結
び
つ
い
て
い
る
か
ど
う
か
を
考
慮
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
三
条
二
項
）
。

ま
た
、
宥
恕
可
能
な
過
ち
（
の
貝
の
。
冒
匡
ｇ
『
の
句
の
三
一
の
一
切
目
。
、
）
に
つ
い
て
は
、
他
の
事
情
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
労
働
者
は
免
責

使
用
者
の
免
責
特
権
の
排
除
と
保
有
者
の
危
険
責
任
の
範
囲
に
ズ
レ
が
生
じ
た
た
め
、
近
時
、
こ
の
場
面
で
の
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
が

判
例
・
学
説
の
注
目
を
集
め
て
い
る
。

さ
れ
る
（
二
条
三
項
）
。

二
労
働
者
加
害
の
類
型
と
被
用
者
賠
償
責
任
法
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使
用
者
ま
た
は
第
三
者
に
対
す
る
加
害
に
共
通
す
る
規
制
と
し
て
は
、
①
労
働
者
の
権
利
の
制
限
は
労
働
協
約
（
【
○
一
」
の
冨
ご
く
閂
目
的
）

に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
（
五
条
）
、
②
軽
過
失
に
基
づ
く
使
用
者
と
労
働
者
間
の
損
害
賠
償
請
求
権
ま
た
は
償
還
請
求
権
は
行

使
し
う
る
日
か
ら
六
ヵ
月
以
内
に
裁
判
上
行
使
し
な
け
れ
ば
消
滅
す
る
こ
と
（
六
条
）
、
③
労
働
者
に
対
す
る
相
殺
は
禁
止
さ
れ
な
い
が
、

労
働
者
が
意
思
表
示
の
到
達
後
一
四
日
以
内
に
異
議
を
述
べ
た
と
き
は
、
相
殺
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
（
七
条
）
な
ど
が
あ
る
。

項
）
。
訴
罰

で
き
、
主

条
四
項
）
。

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

三
八

と
き
は
、
他
の
事
情
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
全
額
の
償
還
を
使
用
者
に
請
求
で
き
る
（
三
条
一
一
一
項
）
。

逆
に
、
労
働
者
の
同
意
を
得
て
、
ま
た
は
、
確
定
判
決
に
基
づ
い
て
、
使
用
者
が
第
三
者
に
賠
償
し
た
場
合
、
使
用
者
は
労
働
者
に
こ

の
賠
償
額
お
よ
び
不
可
避
的
な
訴
訟
費
用
や
差
押
寶
用
の
償
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
労
働
者
が
過
失
に
よ
っ
て
第
三

者
に
損
害
を
与
え
た
場
合
に
、
裁
判
所
が
そ
の
償
還
を
減
額
し
、
ま
た
は
、
軽
過
失
の
と
き
に
、
全
部
の
免
責
を
す
る
と
き
は
、
使
用
者

の
償
還
請
求
権
は
制
限
ま
た
は
排
除
さ
れ
る
。
｜
｜
条
二
項
の
事
情
は
こ
こ
で
も
考
慮
さ
れ
る
（
四
条
二
項
）
。
ま
た
、
宥
恕
可
能
な
過
ち

に
よ
る
と
き
は
、
使
用
者
は
労
働
者
に
対
す
る
償
還
請
求
》
権
を
有
し
な
い
（
四
条
三
項
）
。

こ
の
よ
う
な
第
三
者
加
害
の
場
合
の
特
別
な
法
規
制
は
、
い
ず
れ
も
使
用
者
が
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
一
一
一
一
一
一
ａ
条
（
法
定
代
理
人
お
よ
び
履
行

補
助
者
の
過
失
に
関
す
る
責
任
）
な
い
し
一
一
一
一
一
六
条
（
旅
店
主
や
運
送
業
者
の
責
任
）
ま
た
は
他
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
第
三
者
に
対

し
て
賠
償
義
務
を
負
う
場
合
に
限
ら
れ
る
（
一
一
一
条
一
一
項
・
三
項
、
四
条
一
項
）
。
ま
た
、
労
働
者
ま
た
は
使
用
者
が
第
一
一
一
者
か
ら
請
求
さ

れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
遅
滞
な
く
相
一
千
万
に
通
知
し
、
訴
訟
の
場
合
に
は
、
訴
訟
告
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
三
条
一
項
、
四
条
一

項
）
。
訴
訟
告
知
を
怠
っ
た
と
き
は
、
償
還
請
求
権
自
体
は
な
く
な
ら
な
い
が
、
相
手
方
は
第
三
者
に
対
す
る
抗
弁
を
主
張
す
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
、
第
三
者
と
の
訴
訟
で
こ
の
抗
弁
が
異
な
る
判
決
に
導
き
得
た
限
度
で
、
償
還
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
（
三
条
四
項
、
四
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Ｏ
Ｇ
Ｈ
は
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
労
働
者
が
労
務
義
務
の
履
行
に
際
し
て
被
っ
た
物
的
損
害
に
関
す
る
使
用
者
の
ｌ

無
過
失
の
ｌ
賠
償
責
任
に
つ
い
て
、
Ｏ
Ｇ
Ｈ
は
こ
れ
ま
で
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
で
は
、
Ｂ
Ａ
Ｇ
一
九
六
一

年
二
月
一
○
日
判
決
以
来
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
七
○
条
の
類
推
適
用
に
よ
っ
て
、
使
用
者
の
無
過
失
責
任
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
Ｂ
Ａ
Ｇ

に
よ
っ
て
最
近
展
開
さ
れ
た
原
則
の
い
く
つ
か
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
で
も
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
際
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
寅
任
論
の
展
開
（
二
（
宮
本
）

三
九

⑪
労
働
者
の
被
っ
た
損
害
に
関
す
る
使
用
者
の
責
任
に
つ
い
て
、
Ｏ
Ｇ
Ｈ
一
九
八
三
年
五
月
一
一
一
一
日
判
決
（
闇
思
へ
忠
（
の
・
葛
←
）
．

○
］
Ｎ
乞
呂
ヨ
、
）
は
画
期
的
な
見
解
を
明
ら
か
に
し
た
。
事
案
は
、
原
告
た
る
労
働
者
は
、
一
九
七
五
年
四
月
一
五
日
以
来
、
公
的
災

害
保
険
会
社
で
労
働
災
害
の
事
故
調
査
担
当
者
と
し
て
働
い
て
い
た
。
一
九
八
○
年
二
月
五
日
、
原
告
が
事
故
調
査
の
た
め
に
自
己
の

自
動
車
で
走
行
中
に
除
雪
車
と
衝
突
し
、
自
動
車
に
重
大
な
損
害
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
の
賠
償
を
使
用
者
に
請
求
し
た
と
い
う
も

こ
れ
が
被
用
者
賠
償
責
任
法
の
概
要
で
あ
る
。
労
働
者
に
よ
る
加
害
の
類
型
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
被
用
者
賠
償
責
任
法
に
よ
っ

て
立
法
的
な
手
当
が
な
さ
れ
て
い
る
。

使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
と
の
関
連
で
は
、
こ
の
特
別
法
が
排
他
的
な
性
質
を
有
す
る
か
否
か
が
問
題
と
な
る
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

判
例
・
通
説
は
こ
れ
を
否
定
し
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
類
推
に
基
づ
く
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
の
追
及
を
労
働
者
に
認
め
る
。

の
で
あ
る
。

第
二
章
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任

判
例
法
理
の
形
成
と
展
開
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②
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
’
四
条
類
推
適
用
論
は
そ
の
後
の
判
例
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
、
現
在
で
は
確
立
し
た
判
例
法
理
と
な
っ
て
い
る
。

事
案
と
し
て
は
自
動
車
の
段
損
に
関
す
る
も
の
が
大
半
を
占
め
る
。
具
体
的
に
は
、
労
働
者
が
自
分
の
自
動
車
を
営
業
の
た
め
に
使
用
し

た
と
こ
ろ
交
通
事
故
に
あ
い
、
自
動
車
が
段
損
し
た
と
い
う
の
が
典
型
的
な
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
労
働
者
自
身
の
車
で
は
な

く
て
、
妻
や
同
棲
相
手
な
ど
第
三
者
の
所
有
す
る
車
で
あ
っ
た
場
合
に
も
こ
の
法
理
の
適
用
が
肯
定
さ
れ
、
さ
ら
に
、
「
営
業
手
段
Ｓ
の
〒

『
一
の
す
の
曰
三
の
一
）
」
と
し
て
用
い
ら
れ
た
物
の
設
損
と
は
関
係
し
な
い
よ
う
な
第
三
者
の
損
害
事
例
に
も
適
用
さ
れ
る
。
ま
た
、
労
働
者
の

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

四
○

か
ら
出
発
す
べ
き
で
あ
る
。
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
○
一
一
条
以
下
の
『
委
任
契
約
（
国
の
ぐ
○
一
一
日
蝕
ｏ
冒
晒
目
ぬ
ぃ
く
の
耳
『
緒
）
』
が
『
事
務
の
処
理
（
ロ
の
‐

、
。
『
ぬ
目
ぬ
ぐ
目
の
①
の
。
颪
｛
（
の
ロ
）
』
す
な
わ
ち
法
律
行
為
の
締
結
や
そ
の
他
の
法
的
行
為
を
本
質
と
し
、
純
粋
に
事
実
的
な
労
務
を
含
ま

な
い
よ
う
な
活
動
だ
け
を
対
象
と
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
○
一
一
条
の
意
味
で
の
『
事
務
処
理
（
の
⑦
の
呂
欝
：
の
ｍ
・
品
目
胸
）
』

を
も
労
働
者
に
任
さ
れ
た
よ
う
な
労
働
関
係
に
の
み
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
’
四
条
を
適
用
し
う
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
Ｃ
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
○
一
四
条
の
中
で
表
現
さ
れ
た
『
他
人
の
た
め
に
す
る
行
為
の
リ
ス
ク
責
任
（
国
の
一
【
。
ｇ
｛
百
コ
、
す
の
一
『
叫
二
輌
六
の
冒
口
｛
『
の
ヨ
ロ
の
曰
ご
‐

后
【
の
⑩
⑩
の
）
』
と
い
う
一
般
原
則
は
、
む
し
ろ
こ
の
規
定
を
労
働
契
約
に
類
推
適
用
す
る
こ
と
が
全
く
完
全
に
事
態
に
適
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
せ
る
。
」
（
括
弧
書
き
は
筆
者
）

こ
の
判
決
に
よ
っ
て
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
の
類
推
適
用
に
よ
る
使
用
者
の
無
過
失
損
害
賠
償
責
任
が
初
め
て
肯
定
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
注
目
す
べ
き
は
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
の
中
に
「
他
人
の
た
め
に
す
る
行
為
の
リ
ス
ク
責
任
」
と
い
う
一
般
原
則
を
見
出
し
、
こ

れ
に
よ
っ
て
労
働
契
約
へ
の
類
推
適
用
を
正
当
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
判
例
は
エ
ー
レ
ン
ッ
バ
ァ
イ
ク
、
シ
ュ
ク
ン
ッ

ル
、
ク
ラ
マ
ー
な
ど
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
学
説
を
援
用
す
る
が
、
ド
イ
ツ
の
カ
ナ
ー
リ
ス
が
提
唱
し
た
理
論
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い

ル
、
ク
ラ
マ
ー
な
ど
の
オ
ー

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
ト
ー
マ
ン
ド
ル
は
判
例
法
理
を
批
判
し
て
、
Ｏ
Ｇ
Ｈ
の
リ
ス
ク
責
任
論
は
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
○
一
四
条
に
よ
る
責
任
か
ら

（
い
）

八
歩
離
れ
て
い
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
①
同
条
の
リ
ス
ク
責
任
の
事
実
的
な
活
動
へ
の
拡
張
、
②
同
条
の
規
定
か
ら
委
任
を
超
壹
え
て
適

用
さ
れ
る
よ
う
な
一
般
的
な
法
原
則
の
抽
出
、
③
こ
れ
に
よ
る
労
働
契
約
へ
の
類
推
適
用
の
正
当
化
、
④
同
条
の
リ
ス
ク
責
任
の
典
型
的

な
危
険
へ
の
制
限
、
⑤
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
の
労
働
相
当
な
物
的
損
害
へ
の
制
限
、
⑥
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
を
労
働
者
へ
の
リ
ス
ク

転
嫁
の
場
合
に
制
限
す
る
こ
と
、
⑦
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
原
則
に
よ
る
労
働
者
の
過
失
の
考
慮
、
⑧
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
と
Ｄ
Ｈ
Ｇ
三
条
の
要
件

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
迂
任
論
の
展
開
二
）
（
宮
本
）

四
一

（
８
）
（
９
）
 

づ
／
、
と
す
る
。

人
的
損
害
に
関
し
て
は
見
解
は
分
か
れ
る
が
、
こ
れ
を
否
定
す
る
見
解
で
も
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
の
人
的
損
害
へ
の
類
推
適
用
可
能
性

を
一
般
的
・
抽
象
的
に
拒
否
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
判
例
に
お
い
て
は
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
類
推
に
よ
る
使
用
者
の
リ

ス
ク
責
任
は
加
害
の
類
型
や
損
害
の
種
類
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
な
い
一
般
法
理
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、

使
用
者
に
対
す
る
加
害
の
事
案
は
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
適
用
に
よ
れ
ば
十
分
で
あ
っ
て
、
リ
ス
ク
責
任

を
持
ち
出
す
実
益
が
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

③
こ
の
よ
う
に
判
例
は
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
の
類
推
適
用
に
よ
っ
て
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
を
導
く
の
で
あ
る
が
、
学
説
も
こ
れ

を
支
持
す
る
の
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ヤ
ポ
ル
ネ
ッ
ク
は
、
Ｏ
Ｇ
Ｈ
が
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
の
基
礎
を
他
人
の
た
め
に
す
る

行
為
の
リ
ス
ク
責
任
に
求
め
た
こ
と
を
高
く
評
価
し
、
こ
の
よ
う
な
理
解
だ
け
が
事
実
的
行
為
を
も
含
む
と
一
般
的
に
解
さ
れ
て
い
る
Ｈ

（
７
）
 

Ｇ
Ｂ
一
一
○
条
に
も
△
口
致
す
る
と
し
て
、
判
例
の
絶
対
的
な
支
持
を
表
明
す
る
。
ピ
ド
リ
ン
ス
キ
ー
も
同
じ
く
、
①
使
用
者
の
賠
償
義
務

の
基
礎
と
し
て
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
を
類
推
適
用
す
る
こ
と
、
お
よ
び
②
他
人
の
た
め
に
す
る
行
為
の
リ
ス
ク
責
任
と
い
う
一
般
原
則

か
ら
こ
の
類
推
を
正
当
化
す
る
こ
と
を
支
持
し
、
こ
の
責
任
は
利
益
思
想
と
特
別
な
危
険
の
設
定
思
想
の
二
つ
の
責
任
要
素
の
結
合
に
基
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裁
判
官
に
よ
る
法
創
造
は
立
法
者
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
て
い
な
い
か
、
ま
た
は
意
識
的
に
未
解
決
の
ま
ま
残
さ
れ
た
よ
う
な
問
題
に
つ

い
て
許
容
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
見
解
を
前
提
と
し
て
、
ト
ー
マ
ン
ド
ル
は
こ
れ
に
関
す
る
立
法
者
の
意
思
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

（
Ⅱ
）
 

〈
吃
）

す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
学
説
や
立
法
手
続
の
中
で
は
、
す
で
に
第
一
二
次
部
分
改
正
法
の
前
に
、
単
な
る
事
実
的
な
事
務
処
理
の
問
題
や
Ａ

Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
○
一
四
条
に
よ
っ
て
こ
れ
が
把
握
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
改
正
作
業
に
関
与
し
た
貴
族
院
の
委
員

会
は
、
事
務
処
理
者
が
法
律
行
為
を
行
う
際
に
被
っ
た
損
害
に
の
み
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
を
適
用
す
る
｝
」
と
か
ら
出
発
し
て
お
り
、
事

実
的
な
行
為
に
も
拡
張
す
る
最
も
良
い
機
会
で
あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
し
な
か
っ
た
。
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
一
五
一
条
二
項
は
下
手
に

文
書
化
さ
れ
た
の
で
は
決
し
て
な
く
、
立
法
者
の
意
思
を
明
確
に
表
現
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
の
適
用
を
事
実
的

行
為
に
拡
張
し
た
り
、
同
条
か
ら
「
他
人
の
た
め
に
す
る
行
為
の
リ
ス
ク
責
任
」
と
い
う
一
般
原
則
を
演
鐸
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
。

ま
た
、
法
の
欠
映
と
い
う
類
推
適
用
の
要
件
が
欠
け
て
お
り
、
そ
れ
故
、
純
粋
に
事
実
的
な
労
務
を
内
容
と
す
る
労
働
契
約
に
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
○
一
四
条
を
類
推
適
用
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

四
二

の
韮
非
依
存
性
、
の
八
つ
で
あ
る
。
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
を
雇
用
・
労
働
契
約
に
類
推
適
用
す
る
際
に
は
こ
れ
ら
の
点
が
問
題
と
な
る
が
、

ト
ー
マ
ン
ド
ル
は
こ
れ
を
個
別
的
に
検
討
し
た
上
で
、
結
論
と
し
て
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
○
’
四
条
の
類
推
適
用
を
否
定
す
る
。

以
下
に
お
い
て
は
、
こ
の
ト
ー
マ
ン
ド
ル
の
指
摘
を
参
考
と
し
て
、
学
説
上
大
き
な
議
論
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
点
を
個
別
的
に
検
討

す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
具
体
的
に
は
、
①
法
の
欠
映
と
類
推
適
用
、
②
雇
用
・
労
働
契
約
の
有
償
性
と
リ
ス
ク
責
任
、
③
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
排
他

的
性
質
、
の
三
つ
で
あ
る
。

二
法
の
欠
畉
と
類
推
適
用
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ド
ル
は
主
張
す
る
。

（
田
）

こ
れ
に
対
し
て
、
ビ
ド
リ
ン
ス
キ
ー
は
、
ヤ
ポ
ル
ネ
ッ
ク
の
指
摘
を
敷
桁
し
て
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
五
一
条
二
項
は
委
任
契
約
に
関
す
る

規
定
の
全
体
を
事
務
処
理
を
伴
う
雇
用
契
約
に
適
用
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
逆
に
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
と
い

う
一
つ
の
規
定
の
適
用
範
囲
が
委
任
お
よ
び
事
務
処
理
を
伴
う
雇
用
契
約
に
制
限
さ
れ
る
と
い
う
立
法
者
の
意
思
を
導
き
出
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
立
法
者
は
こ
の
よ
う
な
問
題
状
況
の
存
在
を
少
し
も
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
立
法
者
の
見
解
の
欠
陥
（
シ
ゴ
ー

（
Ｍ
）
 

②
・
す
自
目
、
⑩
【
の
Ｅ
の
『
）
に
手
を
加
え
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
類
推
の
課
題
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

こ
の
よ
う
に
立
法
者
の
意
思
が
奈
辺
に
あ
っ
た
か
を
め
ぐ
っ
て
見
解
が
対
立
す
る
。
し
か
し
、
議
事
録
な
ど
の
客
観
的
な
資
料
か
ら
は

立
法
者
の
意
思
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
成
立
史
や
規
定
の
体
裁
な
ど
か
ら
間
接
的
に
推
断
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
意
味

で
は
、
い
ず
れ
に
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
若
一
十
水
掛
け
論
的
な
印
象
を
受
け
る
。
ま
た
、
法
の
適
用
（
解
釈
）
に
お
い
て
問
題

と
さ
れ
る
べ
き
は
当
該
規
定
の
現
在
有
す
る
意
味
の
確
定
で
あ
り
、
そ
の
際
、
立
法
者
の
意
思
が
決
定
的
な
役
割
を
営
む
わ
け
で
は
な
い
。

立
法
者
意
思
を
検
討
す
る
意
味
は
当
該
規
定
の
制
定
さ
れ
た
当
時
の
意
味
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
点
に
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
た
と
え
立
法

者
意
思
が
明
確
に
さ
れ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
を
唯
一
の
根
拠
と
し
て
、
現
在
に
お
け
る
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
’
四
条
の
類
推
適
用
を
否
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
論
の
展
開
二
）
（
宮
本
）

四
三

し
か
し
、
両
条
の
成
立
串

定
法
上
の
基
礎
を
欠
く
。

判
例
・
通
説
は
受
任
者
に
過
失
が
あ
る
場
合
に
も
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
○
一
四
条
お
よ
び
一
○
一
五
条
を
適
用
し
う
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
が
、

か
し
、
両
条
の
成
立
史
な
ど
か
ら
は
、
立
法
者
は
こ
れ
を
否
定
す
る
意
図
で
あ
っ
た
と
い
い
う
る
。
従
っ
て
、
判
例
・
通
説
は
そ
の
実

こ
の
よ
う
に
立
法
者
の
意
思
は
明
確
で
あ
り
、
法
の
欠
鋏
は
存
在
し
な
い
か
ら
、
裁
判
官
に
よ
る
法
創
造
は
許
さ
れ
な
い
と
ト
ー
マ
ン
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判
例
は
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
か
ら
「
他
人
の
た
め
に
す
る
行
為
の
リ
ス
ク
責
任
」
と
い
う
一
般
原
則
を
導
き
出
し
、
こ
れ
を
雇
用
・

労
働
関
係
に
適
用
す
る
。
し
か
し
、
雇
用
・
労
働
契
約
は
有
償
で
あ
る
か
ら
、
労
働
者
は
自
己
の
た
め
に
行
為
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

必
ず
し
も
「
他
人
の
た
め
に
行
為
す
る
者
」
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
、
従
っ
て
、
右
の
一
般
原
則
の
適
用
に
よ
っ
て
使
用
者
の
リ

ス
ク
責
任
を
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
疑
問
が
生
ず
る
。

し
か
し
、
ド
イ
ツ
法
と
異
な
っ
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
で
は
委
任
は
有
償
の
場
合
を
も
含
む
か
ら
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
は
有
償
・

無
償
を
問
わ
ず
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
「
有
償
」
の
雇
用
・
労
働
契
約
に
同
条
を
類
推
適
用
し
て
も
大
き

な
問
題
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ト
ー
マ
ン
ド
ル
も
こ
の
点
は
同
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
疑
問
は
あ
る
意
味
で
は
「
他
人
の
た
め
に

す
る
行
為
の
リ
ス
ク
責
任
」
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
か
ら
生
じ
た
混
乱
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

も
っ
と
も
、
一
部
の
学
説
は
、
有
償
の
雇
用
・
労
働
契
約
の
場
合
に
は
、
他
人
の
た
め
に
す
る
行
為
の
リ
ス
ク
責
任
と
い
う
一
般
原
則

だ
け
で
は
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。

（
旧
）

た
と
一
え
ば
、
フ
ィ
ッ
ッ
は
、
他
人
の
た
め
に
す
る
行
為
か
ら
利
益
を
受
け
る
者
が
そ
の
行
為
と
結
び
つ
い
た
損
害
リ
ス
ク
を
負
担
す
べ

き
だ
と
す
る
利
益
学
説
が
妥
当
す
る
の
は
無
償
給
付
に
制
限
さ
れ
る
。
交
換
関
係
の
場
合
に
は
、
自
己
責
任
的
な
契
約
形
成
の
原
則

（
祠
１
日
一
℃
・
の
円
の
旨
い
の
□
ご
①
田
口
冒
○
己
－
８
の
口
こ
の
『
（
３
ｍ
⑫
噸
の
⑰
旦
目
ロ
、
）
が
妥
当
し
、
行
為
者
は
予
見
可
能
な
損
害
リ
ス
ク
を
自
分
で

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
利
益
－
不
利
益
の
基
準
は
こ
の
場
合
の
リ
ス
ク
の
帰
責
に
は
不
適
切
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
雇
用
・
労

働
関
係
に
も
妥
当
す
る
。
確
か
に
使
用
者
は
労
働
力
を
使
っ
て
自
己
の
目
的
を
追
求
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
労
働
者
の
側
に

三
一
厘
用
・
労
働
契
約
の
有
償
性
と
リ
ス
ク
責
任

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

四
四
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（
Ⅳ
）
 

ま
た
、
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
フ
ァ
ー
は
他
人
の
た
め
に
す
る
行
為
の
リ
ス
ク
責
任
を
企
業
の
理
念
（
－
９
の
①
Ｑ
Ｃ
ｍ
ｐ
ｐ
（
の
曰
の
ロ
日
の
ロ
⑫
）
に
求

め
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
行
為
の
利
益
と
不
利
益
は
そ
の
企
業
の
経
済
的
関
連
に
お
い
て
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
企
業
の
理
念
か
ら
、

補
助
者
の
加
害
行
為
に
関
す
る
責
任
（
他
人
の
行
為
に
関
す
る
責
任
）
だ
け
で
な
く
、
他
人
の
た
め
に
行
為
す
る
者
に
生
じ
た
損
害
に
関

す
る
責
任
（
他
人
の
た
め
に
す
る
行
為
の
リ
ス
ク
責
任
）
も
由
来
す
る
。
そ
こ
で
の
利
益
と
危
険
の
パ
ラ
レ
ル
は
、
無
償
行
為
の
場
合
に

の
み
本
人
の
リ
ス
ク
責
任
を
正
当
化
す
る
。
有
償
行
為
の
場
合
に
は
、
行
為
者
は
自
己
の
利
益
を
追
及
し
て
あ
る
い
は
自
己
の
事
業
の
領

域
内
で
損
害
を
被
っ
た
の
で
あ
り
、
本
人
の
リ
ス
ク
責
任
は
直
ち
に
は
妥
当
し
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
で
も
、
本
人
の
リ
ス
ク
責
任

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
論
の
展
開
二
）
（
宮
本
）

四
五

（
Ｍ
）
 

ケ
ル
シ
ュ
ナ
ー
は
、
無
償
行
為
に
限
定
す
る
点
を
除
い
て
、
フ
ィ
ッ
ッ
の
見
解
を
全
面
的
に
支
持
す
る
。
す
な
わ
ち
、
雇
用
・
労
働
契

約
の
場
合
に
は
労
働
者
は
有
償
つ
ま
り
自
己
の
利
益
を
も
追
求
し
て
い
る
。
し
か
し
、
労
働
者
は
リ
ス
ク
を
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

あ
ら
ゆ
る
危
険
に
対
し
て
予
防
措
置
を
講
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
典
型
的
な
力
の
不
均
衡
す
な
わ
ち
労
働
者
の
経
済
的
・

組
織
的
な
従
属
性
が
使
用
者
に
損
害
リ
ス
ク
を
帰
資
す
る
た
め
の
重
要
な
追
加
的
要
素
（
日
四
国
胸
の
ワ
一
一
○
コ
の
の
目
の
騨
刷
－
－
９
①
国
①
日
の
己
一
）

も
ち
ろ
ん
フ
ィ
ッ
ッ
も
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
を
認
め
る
の
で
あ
る
が
、
労
働
者
の
人
的
お
よ
び
経
済
的
な
従
属
性
や
労
働
者
の
側
に

お
け
る
自
己
責
任
的
な
リ
ス
ク
管
理
の
期
待
不
可
能
性
に
そ
の
根
拠
を
求
め
る
。
こ
の
よ
う
な
労
働
者
の
社
会
的
な
保
護
の
必
要
性
が
真

実
の
帰
資
根
拠
で
あ
っ
て
、
他
人
の
た
め
に
す
る
行
為
と
い
う
概
念
で
説
明
す
る
こ
と
は
こ
れ
を
覆
い
隠
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
と
主
張

で
あ
る
と
い
う
。

ま
た
、
オ
ー
．

め
る
。
す
な
わ
←

す
る
。

も
い
え
る
・
蜂

と
批
判
す
る
。

純
粋
な
他
人
の
た
め
に
す
る
事
務
執
行
に
類
似
す
る
利
益
関
係
が
存
在
す
る
と
考
え
る
こ
と
は
、
現
実
と
か
け
離
れ
て
い
る
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四
六

が
全
面
的
に
排
除
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
つ
に
は
、
他
人
の
た
め
に
す
る
行
為
と
い
う
帰
實
事
由
の
薄
弱
さ
（
の
。
ゴ
ミ
酢
Ｃ
す
の
『
の
シ
こ
の
‐

□
『
筒
自
由
）
が
別
の
責
任
要
素
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
る
場
合
に
は
、
本
人
の
リ
ク
ス
責
任
が
生
ず
る
。
ま
た
、
損
害
リ
ス
ク
が
そ
の
事

務
と
非
常
に
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
る
場
合
も
そ
う
で
あ
る
。

こ
れ
を
有
償
の
雇
用
・
労
働
契
約
に
関
し
て
い
え
ば
、
他
人
の
た
め
に
す
る
行
為
の
帰
責
原
則
だ
け
で
使
用
者
の
リ
ス
ク
資
任
を
基
礎

づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
使
用
者
は
適
切
な
範
囲
で
労
働
者
を
免
責
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
社
会
的

保
護
原
則
（
の
。
凰
巳
の
⑩
の
。
冒
薗
目
目
ご
）
が
補
完
的
に
介
入
す
る
。
労
働
者
は
原
則
的
に
は
賠
償
リ
ス
ク
を
吸
収
す
る
ほ
ど
の
収
入
を

得
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
他
の
責
任
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
な
い
が
故
に
、
い
わ
ば
追
加
的
な
反
対
給
付
と
し
て
、

相
当
な
責
任
軽
減
を
用
意
す
る
こ
と
が
使
用
者
に
課
さ
れ
る
。
こ
の
社
会
的
な
保
護
原
則
は
労
務
給
付
の
調
達
の
際
に
過
失
で
惹
起
さ
れ

た
他
人
の
損
害
お
よ
び
自
己
損
害
に
関
し
て
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
領
域
で
は
、
他
人
の
た
め
に
す
る
行
為
と
い
う
帰
責
原
因
お
よ
び
社
会

的
な
保
護
原
則
と
い
う
帰
責
原
因
（
い
ず
れ
も
使
用
者
に
丞
利
な
事
由
）
と
労
働
者
の
過
失
（
労
働
者
に
不
利
な
事
由
）
と
い
う
複
数
の

（
旧
）

帰
貴
原
因
が
一
つ
の
天
秤
に
か
け
ら
れ
て
一
緒
に
考
慮
さ
れ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
雇
用
・
労
働
契
約
の
「
有
償
性
」
を
問
題
と
す
る
見
解
に
お
い
て
も
、
労
働
者
の
人
的
・
経
済
的
な
従
属
性
や
社
会
的
保

護
原
則
な
ど
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
論
的
に
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
の
承
認
に
至
る
点
で
判
例
・
通
説
と
一
致
す
る
。

労
働
者
に
よ
る
加
害
の
類
型
に
関
し
て
も
、
判
例
・
通
説
は
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
を
類
推
適
用
し
て
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
を
肯
定

す
る
。
し
か
し
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
労
働
者
加
害
の
類
型
に
関
し
て
は
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
と
い
う
特
別
法
が
存
在
す
る
か
ら
、
こ
れ
と
の

四
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
排
他
的
規
制
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関
連
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
特
別
法
が
労
働
者
加
害
の
類
型
を
排
他
的
（
完
結
的
）
に
規
定
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
一
般
法
で
あ
る
民
法

の
適
用
は
排
除
さ
れ
、
そ
れ
故
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
の
類
推
適
用
も
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

（
旧
）

⑪
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ケ
ル
シ
ュ
ナ
ー
は
、
労
働
者
に
よ
る
第
三
者
加
害
の
場
ム
ロ
に
つ
い
て
は
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
が
排
他
的
に
適
用
さ
れ
、

Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
の
類
推
に
よ
る
責
任
は
認
め
ら
れ
な
い
と
主
張
す
る
。
Ｄ
Ｈ
Ｇ
に
よ
れ
ば
、
労
働
者
の
使
用
者
に
対
す
る
償
還
請

求
権
は
、
①
労
務
給
付
の
調
達
に
際
し
て
生
じ
た
損
害
だ
け
で
な
く
、
②
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
一
一
一
三
ａ
条
な
い
し
一
一
一
一
一
六
条
、
ま
た
は
他
の

法
律
上
の
義
務
に
よ
り
、
使
用
者
が
第
三
者
に
対
し
て
直
接
的
に
賠
償
義
務
を
負
う
場
合
に
限
ら
れ
る
。
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
○
一
四
条
を
類
推

適
用
し
て
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
を
認
め
る
と
、
こ
の
よ
う
な
制
限
を
課
し
た
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
評
価
を
完
全
に
無
視
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
立
法
者
は
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
に
よ
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
と
の
競
合
問
題
に
ま
だ
直
面
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、

Ｄ
Ｈ
Ｇ
は
一
般
的
な
閉
じ
ら
れ
た
責
任
秩
序
（
四
］
］
ぬ
の
曰
の
旨
の
：
⑪
。
三
一
の
、
の
目
の
爵
津
目
、
の
ｏ
ａ
ｐ
目
、
）
を
構
成
し
て
お
り
、
後
発
的

に
生
じ
た
競
合
関
係
で
は
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
強
行
的
な
評
価
（
：
ご
ｍ
の
日
①
言
の
尉
白
口
頗
の
ロ
）
を
遵
守
す
べ
き
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
競
合

に
賛
成
す
る
者
も
こ
の
評
価
を
守
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
目
的
論
的
に
、
ま
た
、
法
的
安
定
性
か
ら
も
、
最
初
か
ら
こ

れ
の
競
合
を
否
定
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

も
っ
と
も
、
ケ
ル
シ
ュ
ナ
ー
は
、
例
外
的
に
、
労
働
者
が
営
業
手
段
（
□
の
国
の
冨
目
耳
の
」
）
と
し
て
使
用
し
た
他
人
の
物
（
他
方
配
偶

者
や
第
三
者
の
物
）
の
穀
損
の
場
合
に
は
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
の
類
推
適
用
を
認
め
る
。
営
業
手
段
が
労
働
者
ま
た
は
第
三
者
の
い

ず
れ
に
属
す
る
か
を
問
わ
ず
、
使
用
者
が
設
損
さ
れ
た
物
の
代
わ
り
に
自
己
の
物
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
き
は
、
使
用
者

（
印
）

は
リ
ス
ク
責
任
を
負
う
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
第
三
者
に
対
し
て
賠
償
義
務
を
負
う
蓋
然
性
が
極
め
て
一
目
向
い
よ
う
な
活
動
の
た
め

に
労
働
者
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
使
用
者
は
十
分
に
付
保
す
る
よ
う
に
配
慮
す
べ
き
義
務
を
負
う
。
使
用
者
が
こ
の
配
慮
義
務
に
有
責

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
論
の
展
開
二
）
（
宮
本
）

四
七
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ま
た
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
は
一
般
的
な
損
害
賠
償
法
と
異
な
る
損
害
負
担
を
定
め
る
労
働
法
上
の
特
別
立
法
で
あ
る
。
Ｄ
Ｈ
Ｇ
は
一
八
二
年
に

制
定
さ
れ
た
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
に
対
し
て
後
法
（
一
の
〆
已
・
の
（
の
己
・
『
）
で
あ
り
特
別
法
（
］
の
〆
印
□
の
８
国
］
厨
）
で
も
あ
る
。
Ｏ
Ｇ
Ｈ
自

身
も
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
の
範
囲
・
程
度
は
Ｄ
Ｈ
Ｇ
に
従
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
が
責
任
減
額
を
拒

（
鋼
）

否
す
る
場
ム
ロ
に
は
、
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
が
問
題
と
な
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
た
と
え
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
○
一
四
条
類

推
に
よ
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
を
認
め
る
見
解
が
正
し
い
と
仮
定
す
る
と
き
で
さ
え
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
規
制
対
象
で
あ
る
使
用
者
ま
た
は
第

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

四
八

に
違
反
す
る
と
き
は
、
こ
れ
に
基
づ
く
損
害
賠
償
義
務
が
使
用
者
に
課
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
使
用
者
の
過
失
責
任
は
Ｄ
Ｈ
Ｇ
に
よ
っ
て

（
別
）

排
除
さ
れ
な
い
。

（
型
）

ト
ー
マ
ン
ド
ル
も
ケ
ル
シ
ュ
ナ
ー
と
同
じ
よ
・
っ
に
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
排
他
性
を
強
調
す
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
は
使
用
者
に
対
す
る
加
害
の

場
合
に
お
け
る
労
働
者
の
賠
償
義
務
の
軽
減
を
規
定
す
る
。
そ
し
て
、
第
三
者
に
損
害
を
与
え
た
場
合
に
も
、
使
用
者
に
損
害
を
与
え
た

と
同
じ
法
的
地
位
に
労
働
者
を
置
い
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
場
合
に
は
、
使
用
者
が
第
三
者
に
対
し
て
直
接
的
に
賠
償
義
務
を
負
う
場
合

で
あ
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
る
。
こ
の
要
件
は
使
用
者
の
労
働
者
に
対
す
る
求
償
権
の
制
限
（
Ｄ
Ｈ
Ｇ
四
条
）
に
つ
い
て
は
当
然
の
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
第
三
者
が
ま
ず
最
初
に
使
用
者
に
対
し
て
賠
償
請
求
す
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
と
は

異
な
り
、
労
働
者
の
使
用
者
に
対
す
る
免
責
請
求
（
Ｄ
Ｈ
Ｇ
三
条
）
に
関
し
て
、
な
ぜ
こ
の
要
件
を
必
要
と
す
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な

い
。
こ
の
場
合
、
第
三
者
が
使
用
者
に
賠
償
請
求
し
得
な
い
と
き
は
、
労
働
者
が
完
全
か
つ
最
終
的
に
そ
の
損
害
を
負
担
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
こ
の
結
果
は
法
政
策
的
に
は
遺
憾
で
あ
り
平
等
違
反
（
ぬ
嵐
。
目
鼻
、
ゴ
己
己
館
）
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、

こ
れ
が
現
行
法
で
あ
る
限
り
、
如
何
と
も
し
難
い
。
立
法
者
の
明
示
的
に
定
め
た
こ
の
特
別
な
要
件
を
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
の
類
推
に

こ
れ
が
現
行
法
で
あ
る
限
り
、
如
何
と
４

よ
っ
て
除
去
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
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三
者
に
対
す
る
加
害
事
例
に
お
い
て
こ
れ
を
持
ち
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

ト
ー
マ
ン
ド
ル
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
Ｄ
Ｈ
Ｇ
が
労
働
者
に
よ
る
加
害
の
類
型
を
排
他
的
（
完
結
的
）
に
規
定
し
て
い
る
と
結
論
づ
け

る
。
そ
の
上
で
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
事
例
す
な
わ
ち
労
働
者
の
被
っ
た
物
的
損
害
に
関
し
て
考
察
し
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
類
推
適
用

に
よ
っ
て
使
用
者
の
賠
償
責
任
を
基
礎
づ
け
る
。
労
働
者
が
使
用
者
の
供
給
し
た
営
業
手
段
（
国
の
日
：
⑪
曰
旨
の
一
）
を
穀
損
し
た
と
き
は
、

Ｄ
Ｈ
Ｇ
二
条
に
よ
り
、
労
働
者
の
責
任
は
軽
減
さ
れ
、
使
用
者
は
少
な
く
と
も
損
害
の
一
部
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
だ
と

す
る
と
、
使
用
者
が
営
業
手
段
の
供
給
を
労
働
者
に
転
嫁
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
使
用
者
は
こ
の
責
任
を
免
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

（
別
）

営
業
手
段
を
労
働
者
に
供
給
す
る
こ
と
は
使
用
者
の
義
務
だ
か
、
ｂ
で
あ
る
。

労
働
者
が
第
三
者
に
属
す
る
営
業
手
段
を
使
用
し
こ
れ
を
毅
損
し
た
場
合
は
ど
う
か
。
労
働
者
の
第
三
者
に
対
す
る
加
害
と
い
う
点
で

は
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
規
制
に
服
す
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
使
用
者
が
労
働
者
に
営
業
手
段
の
供
給
を
請
求
す
る
場
合
に
は
、
当

該
供
給
さ
れ
た
営
業
手
段
が
労
働
者
の
物
で
あ
っ
て
も
、
第
三
者
の
物
で
も
、
使
用
者
に
と
っ
て
は
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
す
る

と
、
こ
の
事
例
は
Ｄ
Ｈ
Ｇ
に
よ
っ
て
明
示
的
に
規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
労
働
者
自
身
の
営
業
手
段
の
段
損
と
極
め
て
類
似
す
る
か
ら
、
Ｄ

Ｈ
Ｇ
を
類
推
適
用
し
て
こ
れ
と
同
様
に
処
理
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
ト
ー
マ
ン
ド
ル
は
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
特
別
法
的
性
質
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
本
来
的
な
適
用
領
域
で
な
い
労
働
者
の
営
業

手
段
の
毅
損
お
よ
び
こ
れ
と
類
似
す
る
第
三
者
の
営
業
手
段
の
殴
損
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
の
類
推
適
用
に
よ
っ
て
処
理
す
べ
き
こ

と
を
主
張
す
る
。

②
こ
の
よ
う
な
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
排
他
的
性
質
に
つ
い
て
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
の
類
推
適
用
肯
定
説
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
反
論
が
な

さ
れ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
使
用
者
の
第
三
者
に
対
す
る
責
任
と
い
う
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
要
件
は
、
不
器
用
な
労
働
者
は
使
用
者
に
償
還
請
求
で
き

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
論
の
展
開
二
）
（
宮
本
）

四
九
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Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
類
推
に
よ
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
を
め
ぐ
っ
て
、
右
の
よ
う
な
問
題
点
が
争
わ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
損

害
類
型
を
基
準
と
し
て
そ
の
法
的
構
成
を
簡
単
に
整
理
し
て
お
こ
う
。

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

五
○

る
が
、
器
用
な
労
働
者
は
こ
の
要
件
の
欠
如
の
た
め
に
償
還
請
求
で
き
ず
、
自
分
で
そ
の
損
害
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
窓

意
的
で
法
倫
理
的
に
は
我
慢
で
き
な
い
結
果
を
導
く
。
し
か
し
認
こ
の
要
件
を
解
釈
に
よ
っ
て
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
と
異

な
り
、
他
の
請
求
権
の
基
礎
が
存
在
す
る
と
き
は
、
こ
れ
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
要
件
排
除
の
結
果
を
達
成
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
他
人
の
た
め
に
す
る
行
為
の
リ
ス
ク
責
任
が
成
立
す
る
と
き
は
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
要
件
が
存
在
し
な
い
と
き
で
も
、
労
働
者
は

こ
れ
に
基
づ
い
て
使
用
者
に
償
還
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
立
法
者
が
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
中
で
閉
じ
ら
れ
た
シ
ス
テ
ム
を
創
設
す

る
つ
も
り
で
あ
っ
た
か
否
か
は
重
要
で
は
な
い
。
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
文
言
か
ら
は
同
一
の
目
的
を
追
求
す
る
他
の
請
求
権
は
排
除
さ
れ
る
べ
き
こ

（
閉
）

と
を
引
き
出
す
こ
と
は
決
し
て
で
き
な
い
。

第
二
に
、
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
は
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
発
効
後
初
め
て
裁
判
所
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
が
故
に
、
こ
れ
と
の
関
連
で
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の

（
妬
）

閉
じ
ら
れ
た
性
質
に
よ
る
立
論
が
ど
う
し
て
も
必
要
な
訳
で
は
な
い
。
換
一
一
一
亘
す
る
と
、
法
は
当
然
に
制
定
時
に
存
在
す
る
法
状
況
を
前
提

と
す
る
か
ら
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
は
そ
の
当
時
の
法
理
論
を
排
除
す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
て
も
、
そ
の
後
に
展
開
さ
れ
た
法
理
論
ま
で
も
当
然
に

排
除
す
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
排
他
的
性
質
を
否
定
す
る
見
解
に
よ
れ
ば
、
一
○
一
四
条
類
推
に
よ
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
は
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
規

定
す
る
請
求
権
と
は
別
個
の
も
の
で
あ
り
こ
れ
と
併
存
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

五
小
括
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こ
れ
に
対
し
て
、
ト
ー
マ
ン
ド
ル
は
労
働
者
加
害
の
類
型
に
つ
い
て
は
Ｄ
Ｈ
Ｇ
を
排
他
的
に
適
用
し
、
さ
ら
に
、
営
業
手
段
の
穀
損
に

関
し
て
も
、
こ
れ
が
労
働
者
の
所
有
で
あ
る
場
合
（
労
働
者
被
害
の
類
型
）
だ
け
で
な
く
、
第
三
者
に
属
す
る
場
合
に
も
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
二
条

の
類
推
適
用
に
よ
る
べ
き
だ
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
’
四
条
の
類
推
適
用
は
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
。

ケ
ル
シ
ュ
ナ
ー
の
見
解
は
両
者
の
中
間
に
位
置
す
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
者
被
害
の
類
型
は
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
の
類
推
適
用
、
労

働
者
加
害
の
類
型
は
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
排
他
的
な
適
用
に
よ
る
。
も
っ
と
も
、
労
働
者
被
害
の
類
型
に
関
し
て
、
労
働
契
約
が
有
償
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
労
働
者
の
経
済
的
・
組
織
的
な
従
属
性
を
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
類
推
の
た
め
の
追
加
的
根
拠
と
し
て
援
用
す
る
。
労
働
者
加
害

の
類
型
に
つ
い
て
も
、
第
三
者
の
営
業
手
段
の
殴
損
に
つ
い
て
は
、
例
外
的
に
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
で
は
な
く
て
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
’
四
条
の
類
推
適

用
を
肯
定
し
、
ま
た
、
第
三
者
に
対
し
て
賠
償
義
務
を
負
う
蓋
然
性
が
極
め
て
高
い
よ
う
な
労
務
の
場
合
に
は
、
使
用
者
の
配
慮
義
務
違

反
を
理
由
に
賠
償
責
任
を
認
め
る
。

（
幻
）

こ
の
よ
う
に
労
働
過
程
で
生
じ
た
損
害
の
帰
属
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
の
法
的
構
成
に
関
し
て
大
き
く
一
二
つ
の
見
解
が
対
立
す
る
が
、
使

用
者
へ
の
損
害
の
帰
属
を
肯
定
す
る
点
で
は
い
ず
れ
も
同
じ
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
類
推
に
よ
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
は
連
邦
公
務
員
な
ど
の
公
法
上
の
雇
用
関
係
に
は
適

（
躯
）

用
さ
れ
な
い
。
あ
る
雇
用
契
約
に
関
し
て
特
別
法
が
存
在
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
民
法
上
の
雇
用
契
約
に
関
す
る
規
定
は
適
用
さ
れ

な
い
が
、
こ
の
補
完
性
の
原
則
（
の
：
切
目
四
『
颪
（
の
ロ
『
ご
Ｎ
一
つ
）
は
雇
用
契
約
に
類
推
適
用
さ
れ
る
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
に
つ
い
て
も
妥

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
論
の
展
開
二
）
（
宮
本
）

五
一

用
す
る
見
解
も
み
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ト
ー
一

ま
ず
初
め
に
、
判
例
・
通
説
は
労
働
者
被
害
の
類
型
お
よ
び
労
働
者
加
害
の
類
型
の
い
ず
れ
の
場
合
に
も
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
類
推

に
よ
る
リ
ス
ク
責
任
を
認
め
る
。
こ
の
中
に
は
、
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
フ
ァ
ー
の
よ
う
に
、
社
会
的
な
保
護
原
則
な
ど
の
補
強
的
な
根
拠
を
援
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川
八
三
年
判
決
（
前
掲
）
に
よ
れ
ば
、
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
は
次
の
よ
う
な
基
準
に
よ
り
画
定
さ
れ
る
。

ま
ず
第
一
に
、
労
働
相
当
な
物
的
損
害
（
胃
ウ
の
旨
且
萱
目
訂
⑫
四
・
訂
ｏ
颪
旦
の
口
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任

の
対
象
と
な
る
の
は
、
具
体
的
な
労
務
給
付
と
典
型
的
に
結
び
つ
い
た
労
働
相
当
な
物
的
損
害
で
あ
っ
て
、
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
は
労

働
者
の
行
為
の
特
別
な
リ
ス
ク
（
⑩
石
の
国
三
⑩
８
の
の
国
の
一
六
・
□
の
「
『
目
的
六
の
一
己
①
⑰
シ
『
ず
の
】
曰
呂
日
の
『
⑫
）
の
現
実
化
で
あ
る
よ
う
な
物
的
損

害
に
限
ら
れ
る
。
労
働
者
の
偶
然
に
被
っ
た
損
害
は
こ
れ
に
含
ま
れ
な
い
。
危
険
労
働
、
特
に
公
の
交
通
に
お
け
る
自
動
車
の
運
転
の
よ

労
働
者
の
物
的
損
害
の
主
た
る
事
例
と
し
て
は
、
労
務
の
た
め
に
労
働
者
が
自
己
の
自
動
車
を
使
用
し
、
交
通
事
故
な
ど
に
よ
っ
て
こ

の
自
動
車
が
段
損
さ
れ
て
損
害
を
被
っ
た
と
い
う
場
合
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
営
業
手
段
（
国
ｇ
『
－
８
の
曰
冒
の
｝
）
と
し
て
用
い
ら

れ
た
労
働
者
の
所
有
物
（
自
動
車
）
の
設
損
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な
要
件
の
下
で
使
用
者
は
こ
の
リ
ス
ク
を
負
う
か
が
争
わ
れ
て
き
た
。

換
言
す
る
と
、
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
の
限
定
基
準
・
画
定
基
準
は
何
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

五
二

当
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
連
邦
の
契
約
職
員
（
『
の
耳
国
阻
の
ワ
の
＆
の
。
の
量
の
）
に
つ
い
て
は
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
類
推

（
”
）
 

に
よ
る
請
求
権
が
肯
定
さ
れ
る
。
契
約
職
員
法
（
『
の
『
（
『
四
頭
印
す
の
】
の
ロ
②
（
の
一
の
ロ
、
の
⑰
⑫
日
）
は
他
人
の
た
め
に
す
る
行
為
の
リ
ス
ク
責
任
の
規

制
を
何
も
含
ん
で
い
な
い
か
ら
、
こ
の
補
完
性
の
原
則
に
よ
り
、
民
法
の
規
定
が
直
接
的
ま
た
は
類
推
的
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
三
章
労
働
者
の
物
的
損
害

判
例
に
よ
る
責
任
限
定
基
準
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う
な
労
働
を
行
う
際
に
被
っ
た
損
害
は
明
ら
か
に
前
者
に
属
す
る
。

第
二
に
、
労
働
者
が
自
己
の
自
動
車
で
の
勤
務
走
行
中
に
損
害
を
被
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
自
動
車
の
使
用
が
労
働
者
の
個
人
的
な
生

活
領
域
（
で
の
『
８
昌
呂
⑦
『
Ｆ
８
８
⑪
ワ
の
【
の
－
８
）
で
は
な
く
て
、
使
用
者
の
活
動
領
域
（
国
の
唇
】
ぬ
目
鴇
す
の
『
の
一
●
ず
）
に
属
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
れ
は
、
労
働
者
の
自
動
車
の
提
供
が
な
け
れ
ば
、
使
用
者
は
営
業
車
を
使
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
で
こ
れ
と
結
び

つ
い
た
事
故
リ
ス
ク
を
自
分
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
労
働
者
に
委
託
さ
れ
た
仕
事
が
自
動
車
な
し
で
も
同
様
に
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
故
、
労
働
者
が
個
人
的
便
宜

（
Ｄ
ｇ
８
呂
呂
の
固
『
』
の
一
・
三
の
『
目
的
）
の
た
め
に
自
動
車
を
用
い
た
と
き
は
、
こ
れ
は
労
働
者
の
個
人
的
な
生
活
領
域
に
属
す
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
自
動
車
な
し
で
は
当
該
仕
事
を
そ
も
そ
も
正
常
に
処
理
し
え
な
い
た
め
に
、
使
用
者
が
労
働
者
に
営
業
車
を
使
わ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
労
働
者
の
自
動
車
の
使
用
は
使
用
者
の
活
動
領
域
に
属
す
る
。

こ
の
よ
う
に
八
三
年
判
決
に
よ
れ
ば
、
労
働
相
当
性
な
い
し
委
託
さ
れ
た
労
務
の
典
型
的
な
危
険
の
現
実
化
、
お
よ
び
使
用
者
の
活
動

領
域
へ
の
算
入
と
い
う
二
つ
の
基
準
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。

②
判
例
の
提
示
す
る
第
一
基
準
は
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
の
要
件
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
特
に
大
き
な
問
題
は
な
い
。
Ａ
Ｂ

Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
は
「
委
任
の
履
行
と
結
び
つ
い
た
損
害
（
日
の
目
庁
Ｑ
の
『
向
『
｛
巳
目
、
。
①
の
シ
巨
津
『
猪
の
ぐ
の
『
盲
目
の
。
ｇ
の
呂
目
の
．
）
」

で
あ
る
こ
と
を
唯
一
の
要
件
と
す
る
が
、
こ
れ
は
次
の
よ
う
に
解
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
損
害
発
生
の
危
険
が
委
任
と
結
び
つ
い
て

い
る
こ
と
、
換
言
す
る
と
、
あ
る
種
の
営
業
危
険
（
ロ
の
日
の
す
⑪
い
の
臼
耳
・
口
・
田
の
曰
①
房
『
一
⑫
民
Ｃ
）
つ
ま
り
委
託
さ
れ
た
事
務
の
典
型
的
な

危
険
（
ｓ
の
ご
ロ
⑫
９
の
。
Ｏ
の
『
：
『
の
。
□
の
切
目
｛
ぬ
の
（
『
口
、
の
。
の
ロ
の
①
の
。
ｇ
津
の
）
の
現
実
化
と
し
て
の
損
害
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
限
り
で
、

委
任
者
は
無
過
失
賠
償
責
任
を
負
う
。
委
任
に
基
づ
い
て
（
関
８
口
の
ロ
ョ
四
目
目
）
生
じ
た
損
害
の
み
が
賠
償
さ
れ
、
委
任
の
機
会
か

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
論
の
展
開
（
こ
（
宮
本
）

五
三
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法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

五
四

（
釦
）

ら
（
の
〆
Ｃ
Ｃ
Ｃ
四
⑫
一
・
口
の
白
山
己
昌
）
生
じ
た
損
害
は
こ
れ
に
含
ま
れ
な
い
。
使
用
者
の
責
任
に
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
’
四
条
を
類
推
適
用
す
る

場
合
に
も
、
同
一
の
制
限
が
課
さ
れ
る
。
こ
れ
が
第
一
基
準
に
他
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
の
基
準
は
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
’
四
条
の
本
来
的
な
適
用
要
件
で
は
な
い
か
ら
、
明
ら
か
に
同
条
の
通
説
的
な
見
解

（
別
）

を
超
え
る
も
の
で
あ
る
。
学
説
の
多
く
は
こ
の
よ
う
な
問
題
性
に
一
一
一
一
口
及
し
て
い
な
い
が
、
ヤ
ボ
ル
ネ
ッ
ク
は
、
使
用
者
（
委
任
者
）
の
活

動
領
域
と
い
う
基
準
に
よ
っ
て
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
の
客
観
的
に
正
当
化
し
得
な
い
よ
う
な
責
任
の
拡
張
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
、

同
時
に
リ
ス
ク
責
任
と
い
う
責
任
事
由
を
正
当
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
た
と
え
ば
、
タ
ク
シ
ー
運
転
手
の
場
合
、
合
意
さ

れ
た
報
酬
（
運
送
契
約
の
有
償
性
）
か
ら
一
定
の
危
険
を
タ
ク
シ
ー
運
転
手
が
引
き
受
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
弁

護
士
が
裁
判
所
に
行
く
途
中
で
交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
合
意
さ
れ
た
報
酬
か
ら
こ
の
う
な
危
険
の
引
受
を
推
論
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
こ
の
第
二
基
準
に
よ
っ
て
依
頼
者
の
リ
ス
ク
貴
任
を
有
意
義
に
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
他
方
で
、
ヤ
ポ
ル
ネ
ッ
ク
は
、
使
用
者
の
活
動
領
域
と
労
働
者
の
個
人
的
な
生
活
領
域
を
分
け
る
具
体
的
な
判
断
基
準
に
つ

い
て
は
賛
同
し
な
い
。
判
例
は
、
①
労
働
者
の
自
動
車
の
提
供
が
な
け
れ
ば
、
使
用
者
は
営
空
萎
串
を
使
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
②
自
動
車
な
し
に
当
該
仕
事
を
正
常
に
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ど
う
か
に
よ
る
。
し
か
し
、
た
と
え

ば
、
委
託
さ
れ
た
活
動
を
自
動
車
な
し
で
も
同
様
に
よ
く
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
使
用
者
が
労
働
者
の
車

の
提
供
を
期
待
し
て
い
る
場
合
に
は
、
①
の
営
業
車
の
提
供
と
い
う
こ
と
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
こ
れ
の
使
用
が
使
用
者
の
指
図
（
三
①
】
‐

の
巨
月
）
に
よ
る
と
き
は
、
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
は
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
使
用
者
が
公
共
交
通
手
段
の
利
用
を
命
じ
た
が
、
公
共
交
通
手
段
で
は
出
張
目
的
を
も
は
や
適
時
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
、
労
働
者
が
使
用
者
と
相
談
す
る
こ
と
な
く
自
己
の
車
を
使
用
し
た
と
き
は
、
②
を
満
た
す
よ
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
使
用
者
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（
躯
）

Ⅲ
ヤ
ポ
ル
ネ
ッ
ク
は
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
一
一
一
一
一
一
ａ
条
・
一
一
一
一
一
五
条
の
補
助
者
責
任
を
参
考
と
し
て
、
新
た
な
基
準
を
提
唱
す
る
。
補
助

者
責
任
で
は
、
補
助
者
を
関
与
さ
せ
る
こ
と
が
本
人
の
自
由
裁
量
に
服
し
、
本
人
が
こ
れ
か
ら
自
己
の
目
的
の
た
め
に
利
益
を
引
き
出
す

と
い
う
考
え
が
基
礎
と
さ
れ
る
。
こ
の
他
人
の
行
為
（
ま
た
は
物
）
を
用
い
る
こ
と
の
自
由
裁
鼠
（
ロ
⑩
己
○
ｍ
一
二
○
口
）
と
そ
れ
か
ら
の
受

益
（
Ｚ
員
目
ご
銅
）
と
い
う
基
準
は
一
般
化
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
’
四
条
に
よ
る
責
任
に
関
し
て
も
こ
の
基
準
に
よ
り

委
任
者
の
リ
ス
ク
責
任
の
範
囲
が
確
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
弁
護
士
の
依
頼
人
は
こ
の
よ
う
な
自
由
裁
量
を
有
し
な
い
か
ら
リ
ス

ク
責
任
を
負
わ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
労
働
者
の
物
的
損
害
の
事
例
で
は
、
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
の
範
囲
は
、
労
働
相

当
な
危
険
領
域
（
日
ウ
の
冒
且
登
巨
四
｛
の
『
の
①
戯
。
『
□
旨
い
②
す
の
『
臼
呂
）
に
属
す
る
損
害
で
あ
り
、
か
つ
、
自
由
裁
量
と
受
益
（
□
一
切
己
。
②
一
‐

（
調
）

画
◎
ゴ
巨
且
ｚ
巨
甘
目
頭
）
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
た
使
用
者
の
リ
ス
ク
領
域
（
四
の
一
六
○
す
。
『
２
９
）
に
属
す
る
損
害
に
限
ら
れ
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
論
の
展
開
（
二
（
宮
本
）

五
五

（
一
○
℃
『
ご
口
菖
）
に
属
す
る
と
い
う
。

は
指
図
違
反
や
出
張
中
止
の
可
能
性
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

同
様
に
、
交
通
事
故
に
よ
っ
て
自
動
車
だ
け
で
な
く
服
も
穀
損
し
た
場
合
、
指
示
さ
れ
た
仕
事
を
こ
の
服
な
く
し
て
も
同
様
に
よ
く
処

理
で
き
た
か
ど
う
か
を
問
題
解
決
の
基
礎
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

さ
ら
に
、
使
用
者
が
営
業
車
を
労
働
者
に
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ど
う
か
の
問
題
は
、
当
該
リ
ス
ク
が
使
用
者
の
領
域
に

組
み
入
れ
ら
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
を
ま
ず
先
に
解
明
し
て
初
め
て
答
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
使
用
者
が
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
と
い
う
の
は
そ
の
リ
ス
ク
が
使
用
者
の
領
域
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
の
書
き
換
え
に
他
な
ら
ず
、
循
環
論
法
（
己
呂
‐

二
使
用
者
の
活
動
領
域
と
労
働
者
の
個
人
的
な
生
活
領
域
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「
連
邦
の
契
約
職
員
（
ぐ
の
『
芹
『
僧
の
ウ
の
曰
の
ロ
⑪
｛
の
［
⑦
）
は
、
彼
が
自
己
の
自
動
車
を
公
務
出
張
の
た
め
に
使
用
者
の
同
意
（
国
巨
の
｛
一
ヨ
ー

ョ
ロ
目
）
を
得
て
用
い
た
場
合
、
あ
る
い
は
彼
が
自
分
に
委
託
さ
れ
た
活
動
を
自
動
車
な
し
に
は
正
常
に
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、
使
用
者

が
自
動
車
を
提
供
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
公
務
出
張
の
際
に
契
約
職
員
の
自
動
車
に
生
じ
た
物
的
損
害
の
賠
償
請
求
権
を
使
用
者
の
過

失
と
は
無
関
係
に
使
用
者
に
対
し
て
有
す
る
。
自
動
車
の
段
損
に
つ
き
契
約
職
員
に
過
失
が
あ
る
場
合
に
は
、
使
用
者
に
対
す
る
彼
の
賠

償
請
求
権
は
、
使
用
者
に
よ
っ
て
自
動
車
が
提
供
さ
れ
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る
被
用
者
賠
償
責
任
法
ま
た
は
機
関
賠
償
責
任
法
の
規
定
に

「
ｇ
ｏ
三
⑪
◎
ず
の
ｏ
の

車
申
立
て
を
し
た
。

法
学
志
林
第
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四
巻
第
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五
六

こ
の
よ
う
な
限
定
基
準
に
よ
れ
ば
、
判
例
と
は
異
な
り
、
労
働
者
が
委
託
さ
れ
た
活
動
を
自
動
車
な
し
で
も
同
様
に
う
ま
く
処
理
す
る

こ
と
が
で
き
、
彼
は
自
己
の
車
を
単
に
個
人
的
な
便
宜
の
た
め
に
用
い
た
か
ど
う
か
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
使
用
者
が
自
家
用
車
の
使
用

を
指
示
し
（
目
・
『
目
目
）
ま
た
は
こ
れ
を
当
然
と
考
え
る
（
ぐ
。
日
巨
の
⑩
の
目
目
）
と
き
は
、
使
用
者
の
自
由
裁
量
が
な
さ
れ
、
労
務
目
的

（
鋼
）

で
労
働
者
の
自
動
車
が
使
用
さ
れ
た
と
い
》
え
る
。
労
働
者
の
服
の
段
損
に
つ
い
て
も
、
こ
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
使
用
者
は
当
然
に
リ
ス

こ
の
よ
う
に
判
例
が
自
動
車
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
業
務
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
業
務
の
客
観
的
性
質
に
よ
っ
て
判
断
す
る
の
と
異
な

り
、
ヤ
ポ
ル
ネ
ッ
ク
は
使
用
者
の
自
由
裁
量
と
受
益
の
要
素
を
重
視
す
る
。

（
鯛
）

②
労
働
者
の
自
動
車
の
設
損
に
関
し
て
は
、
さ
三
℃
に
そ
の
後
、
次
の
よ
う
な
判
決
が
公
に
さ
れ
た
。

ｍ
Ｏ
Ｇ
Ｈ
一
九
八
八
年
二
月
一
一
四
日
（
。
］
口
ご
ｍ
Ｐ
ｇ
』
）
で
は
、
公
務
員
組
合
の
た
め
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
労
働
組
合
総
同
盟
（
。
⑫
｛
の
『
‐

「
の
一
。
三
⑪
ｇ
の
ｏ
の
毛
の
『
穴
、
、
冨
冒
目
目
臣
『
９
－
の
○
の
肴
の
『
訂
：
ロ
ヰ
○
［
［
の
ロ
ー
）
◎
す
の
『
口
の
ロ
、
（
）
が
国
を
相
手
と
し
て
次
の
よ
う
な
確
認
の

よ
り
減
額
さ
れ
る
。
」

ク
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
。

Hosei University Repository



こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、
使
用
者
の
同
意
を
得
た
場
合
の
リ
ス
ク
責
任
に
つ
い
て
請
求
を
棄
却
し
、
そ
の
余
の
訴
え
を
認
容
し
た
。
な
お
、

賠
償
義
務
の
対
象
は
事
故
損
害
で
あ
っ
て
、
単
な
る
故
障
（
勺
四
目
の
ご
）
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
は
自
明
だ
と
す
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
論
の
展
開
二
）
（
宮
本
）

五
七

ま
た
、
使
用
者
の
同
意
は
そ
れ
だ
け
で
は
リ
ス
ク
責
任
を
基
礎
づ
け
な
い
。
そ
の
使
用
が
「
業
務
上
の
利
益
（
白
の
ロ
鷺
①
の
ご
扇
『
の
⑫
⑫
の
）
」

で
あ
る
こ
と
を
上
司
が
確
認
す
る
（
ワ
の
、
威
局
の
。
）
場
合
に
は
、
旅
費
規
程
に
よ
り
、
公
共
交
通
機
関
の
乗
車
賃
よ
り
も
多
い
旅
費
の
支

給
が
認
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
指
示
さ
れ
た
労
務
の
正
常
な
遂
行
の
た
め
に
自
動
車
が
必
要
な
場
合
に
使
用
者
が
リ
ス
ク
責
任
を
負
う

の
は
、
こ
の
よ
う
な
同
意
や
確
認
に
根
拠
を
有
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
時
間
や
旅
費
の
節
約
の
た
め
に
自
動
車
の
使
用
を
許
可
し

た
場
合
、
こ
れ
を
も
っ
ぱ
ら
使
用
者
の
リ
ス
ク
領
域
に
算
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
多
く
の
事
例
で
は
、
そ
の
主
た
る
利
益
は
労
働
者

Ｏ
Ｇ
Ｈ
は
、
ま
ず
第
一
に
、
他
人
の
た
め
に
す
る
行
為
の
リ
ス
ク
責
任
に
基
づ
く
契
約
職
員
の
賠
償
請
求
権
は
私
法
上
の
雇
用
関
係
の

場
合
と
同
じ
く
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
か
ら
、
ま
た
は
給
与
法
（
の
：
四
一
筋
、
の
⑪
の
目
）
二
○
条
一
項
の
（
拡
張
的
な
）
解
釈
か
ら
導
か
れ

る
と
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
請
求
権
の
基
礎
た
る
根
本
思
想
（
の
Ｈ
目
局
の
８
コ
六
の
）
は
、
労
働
者
の
労
務
を
行
う
べ
き
危
険
領
域
の
中

で
労
働
者
の
物
を
自
己
の
目
的
の
た
め
に
自
由
裁
量
で
用
い
た
（
日
切
□
・
己
の
『
の
ご
）
使
用
者
は
こ
れ
に
よ
っ
て
相
応
の
利
益
（
８
扇
□
『
の
‐

目
の
目
の
『
ｚ
昌
国
目
）
を
得
て
い
る
と
い
う
に
あ
る
。
そ
れ
故
、
自
動
車
な
し
で
は
履
行
が
可
能
で
な
い
か
ま
た
は
期
待
で
き
な
い
よ
う

な
任
務
（
シ
口
碑
：
の
ロ
）
が
契
約
職
員
に
課
さ
れ
、
そ
の
損
害
が
こ
の
任
務
の
遂
行
中
に
生
じ
、
か
つ
使
用
者
が
営
業
車
を
提
供
し
な
い

た
め
に
自
分
の
事
故
リ
ス
ク
を
節
約
し
た
場
合
に
の
み
、
契
約
職
員
の
自
家
用
車
の
使
用
か
ら
生
じ
た
損
害
は
使
用
者
に
帰
せ
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
契
約
職
員
が
単
に
個
人
的
な
便
宜
の
た
め
に
自
己
の
自
動
車
を
用
い
た
場
合
に
は
、
こ
れ
は
彼
の
個
人
的
な
生
活
領
域

た
場
合
、
こ
れ
を
も
忌

側
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
鋤
）

に
属
す
る
。
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回
Ｏ
Ｇ
Ｈ
一
九
九
○
年
一
一
月
七
日
（
］
、
｜
」
ｇ
」
・
旨
①
）
で
は
、
い
わ
ゆ
る
“
交
代
要
員
（
の
日
口
、
の
『
）
“
と
し
て
雇
わ
れ
て
い
る

契
約
教
師
が
住
居
か
ら
学
校
へ
の
走
行
中
に
カ
ー
ブ
で
ス
ピ
ン
し
、
木
に
衝
突
し
た
。
そ
こ
で
、
自
動
車
の
段
損
に
よ
る
損
害
の
賠
償
を

被
告
で
あ
る
州
に
請
求
し
た
と
い
う
事
案
が
問
題
と
さ
れ
た
。

Ｏ
Ｇ
Ｈ
に
よ
れ
ば
、
通
勤
で
の
自
動
車
の
使
用
は
一
般
的
に
は
労
働
者
の
私
的
な
領
域
に
属
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
営
業
上
の
利
益
が

促
進
さ
れ
ず
、
ま
た
、
典
型
的
な
使
用
者
の
自
由
裁
量
が
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
一
審
裁
判
所
の
認
定
に
よ
れ
ば
、
ど

の
学
校
で
勤
務
す
る
か
の
指
図
は
契
約
教
師
で
あ
る
原
告
に
と
っ
て
予
見
可
能
で
は
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
一
日
単
位
ま
た
は
週
単

位
で
、
電
話
や
口
頭
で
急
に
な
さ
れ
た
。
彼
女
が
自
己
の
自
動
車
を
使
用
し
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
指
図
に
応
ず
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
場
合
の
自
動
車
の
使
用
は
労
働
相
当
で
あ
り
、
特
別
な
危
険
領
域
の
中
で
行
わ
れ
た
。
交
代
要
員
の
労
務
は

そ
の
都
度
の
配
置
場
所
に
適
時
に
現
れ
る
こ
と
を
も
含
む
か
ら
で
あ
る
。
被
告
が
自
動
車
が
な
け
れ
ば
適
時
に
実
施
可
能
で
な
い
よ
う
な

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

五
八

こ
こ
で
は
、
八
三
年
判
決
の
基
準
が
基
本
的
に
維
持
さ
れ
て
お
り
、
特
に
目
新
し
い
点
は
な
い
。
ヤ
ポ
ル
ネ
ッ
ク
は
使
用
者
の
同
意
だ

け
で
は
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
を
基
礎
づ
け
な
い
と
す
る
点
は
一
般
的
に
支
持
す
る
が
、
し
か
し
、
判
例
と
は
異
な
っ
て
、
「
業
務
上
の

（
釘
）

利
益
」
の
確
認
は
リ
ス
ク
責
任
の
基
礎
づ
け
と
し
て
十
分
だ
と
す
る
。
時
間
や
費
用
の
節
約
を
含
む
す
べ
て
の
事
例
に
お
い
て
、
こ
の
よ

う
な
確
認
は
営
業
車
を
自
由
に
使
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
の
み
問
題
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
営
業
車
の
提
供
が
原
則
的
に
正

当
化
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
を
示
唆
し
て
お
り
、
従
っ
て
、
こ
の
確
認
は
一
方
で
は
使
用
者
の
受
益
を
証
明
し
、
他
方
で
は
営
磐
至
早
の
提
供

と
比
較
可
能
な
使
用
者
の
自
由
裁
量
を
表
し
て
い
る
と
い
う
。

な
お
、
ヤ
ポ
ル
ネ
ッ
ク
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
判
例
が
自
由
裁
量
と
受
益
に
リ
ス
ク
責
任
の
基
礎
を
求
め
た
点
は
彼
の
見
解
に
影
響

な
お
、
ヤ
ポ
ル
ネ
ッ
ク
」

さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
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こ
の
判
決
は
労
働
者
が
本
来
的
な
業
務
処
理
の
た
め
に
自
家
用
車
を
用
い
た
の
で
は
な
く
て
、
通
勤
手
段
と
し
て
こ
れ
を
使
用
し
た
点

に
事
案
の
特
殊
性
が
あ
る
。
裁
判
所
は
交
代
要
員
と
し
て
の
特
殊
性
か
ら
そ
の
業
務
の
範
囲
を
広
く
把
握
し
、
こ
れ
に
従
来
の
判
断
基
準

を
そ
の
ま
ま
適
用
し
て
、
労
働
者
に
よ
る
自
家
用
車
の
使
用
は
使
用
者
の
活
動
領
域
に
属
す
る
と
し
た
。
こ
の
意
味
で
は
、
本
判
決
は
従

来
の
判
例
理
論
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
ま
ず
第
一
に
、
ヤ
ポ
ル
ネ
ッ
ク
を
明
示
的
に
引
用
し
て
、
他
人
の
た
め
に
す
る
行
為
の
リ
ス
ク
責
任
に
基
づ
く

賠
償
請
求
権
の
判
断
に
際
し
て
は
、
原
告
の
車
が
事
故
の
曰
に
被
告
の
利
益
の
た
め
に
、
か
つ
被
告
の
自
由
裁
量
に
よ
り
（
目
白
室
具
‐

侭
①
口
目
Ｑ
目
９
口
⑩
己
。
⑫
昼
ｏ
ｐ
Ｑ
①
『
ず
の
乙
・
勺
臼
国
）
使
わ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
が
重
要
だ
と
し
た
点
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
具
体
的
な

判
断
基
準
に
つ
い
て
も
ヤ
ポ
ル
ネ
ッ
ク
の
見
解
を
支
持
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

第
二
に
、
Ｏ
Ｇ
Ｈ
は
原
判
決
を
破
棄
し
て
控
訴
審
に
差
戻
し
た
。
控
訴
審
は
公
共
交
通
手
段
を
利
用
し
て
適
時
に
勤
務
地
に
到
達
で
き

た
と
い
う
被
告
の
主
張
を
審
理
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
使
用
者
に
よ
り
自
家
用
車
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
勤
務
地
の
近
く

に
仮
の
宿
舎
（
Ｃ
忌
日
の
『
）
を
賃
借
す
る
こ
と
が
時
間
的
・
財
政
的
に
期
待
可
能
な
場
合
に
も
、
原
告
の
自
家
用
車
の
使
用
は
原
告
の
個

人
的
な
生
活
領
域
に
属
す
る
か
ら
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
審
理
す
べ
き
だ
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
勤
務
地
へ
の
適
時

の
到
達
は
多
く
の
実
現
可
能
性
が
存
在
し
う
る
か
ら
、
実
際
的
に
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
が
認
め
ら
れ
る
余
地
は
そ
れ
程
多
く
な
い
よ
う

判
示
し
た
。

に
思
わ
れ
る
。

指
図
や
配
置
を
行
う
際
に
は
、
労
働
者
に
よ
る
自
家
用
車
の
提
供
を
意
の
ま
ま
に
し
（
Ｓ
の
□
・
己
の
『
の
ご
）
、
か
つ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
と
り

わ
け
交
代
要
員
の
無
制
限
的
な
移
動
性
と
即
時
の
使
用
可
能
性
の
点
で
相
応
の
利
益
（
目
扇
胃
の
目
の
目
の
『
ｚ
巨
薗
の
ロ
）
を
得
て
い
る
と

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
論
の
展
開
二
）
（
宮
本
）

五
九
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法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

六
○

㈹
Ｃ
Ｇ
Ｈ
一
九
九
六
年
九
月
四
日
判
決
（
ｏ
”
・
少
」
忠
司
弓
幽
）
で
は
、
弁
護
士
事
務
所
の
弁
護
士
候
補
者
（
宛
の
◎
三
ｍ
四
．
言
四
一
片
‐

⑩
目
弓
冴
芹
の
Ｈ
）
の
交
通
事
故
が
問
題
と
さ
れ
た
。
こ
の
弁
護
士
事
務
所
で
は
、
所
員
は
月
曜
日
に
自
家
用
車
に
乗
っ
て
き
て
、
事
務
所
に

そ
の
ま
ま
置
い
て
お
き
、
週
末
に
乗
っ
て
帰
る
と
い
う
慣
行
が
行
わ
れ
て
い
た
。
平
日
の
間
は
、
使
用
者
は
所
員
の
車
を
自
由
に
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
月
曜
日
に
弁
護
士
候
補
者
が
自
己
の
住
居
か
ら
事
務
所
に
向
か
っ
て
走
行
中
に
交
通
事
故
を
引
き
起
こ
し
、
自
動
車

に
全
損
の
被
害
が
生
じ
た
。
原
告
で
あ
る
弁
護
士
候
補
者
は
、
自
動
車
の
損
害
お
よ
び
街
灯
（
ロ
・
ゴ
ョ
ロ
閨
）
の
段
損
や
清
掃
費
用
、
行

政
費
用
、
牽
引
費
用
、
衣
服
や
メ
ガ
ネ
の
破
損
に
よ
る
損
害
を
含
め
て
、
使
用
者
に
そ
の
賠
償
を
請
求
し
た
。

Ｏ
Ｇ
Ｈ
は
、
被
告
の
利
益
の
た
め
に
か
つ
被
告
の
自
由
裁
量
に
よ
り
（
目
白
ｚ
巨
斤
国
の
ニ
ロ
且
目
８
口
の
ご
◎
の
底
。
。
□
の
『
ず
の
六
一
・

忍
『
（
の
一
）
当
該
自
家
用
車
が
使
用
さ
れ
て
い
た
ど
う
か
が
決
定
的
に
重
要
だ
と
す
る
。
そ
し
て
、
本
件
事
案
で
は
、
勤
務
場
所
で
の
業
務

使
用
（
ロ
の
ご
印
同
の
す
『
：
：
）
の
た
め
に
も
準
備
す
べ
き
自
家
用
車
に
よ
る
住
居
地
か
ら
勤
務
地
へ
の
い
わ
ゆ
る
引
渡
走
行
（
ロ
ウ
の
国
の
－
，

｝
目
、
の
｛
：
耳
）
は
、
被
告
の
利
益
（
三
口
目
の
ご
）
に
と
っ
て
重
要
で
あ
り
、
使
用
者
の
要
求
し
た
自
家
用
車
の
提
供
の
た
め
に
必
要
な
引

渡
走
行
は
、
そ
れ
故
、
使
用
者
の
自
由
裁
量
（
口
の
□
Ｃ
⑪
豊
。
。
）
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
。
引
渡
走
行
中
の
自
家
用
車
の
使
用
は
、
九
○

年
判
決
の
事
案
と
類
似
し
て
、
労
務
指
示
の
履
行
（
厚
皀
一
目
、
９
の
の
シ
『
す
の
号
：
津
『
眉
の
②
）
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
使
用
者
は
勤
務
地

で
の
自
家
用
車
の
準
備
を
要
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
営
業
車
を
節
約
し
た
。
従
っ
て
、
当
該
自
動
車
の
殴
損
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
、

使
用
者
は
リ
ス
ク
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
以
外
の
街
灯
の
段
損
等
に
よ
る
損
害
は
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
に
含
ま
れ
な
い
。
労
務
指
示
に
よ
っ
て
生
じ
た
こ
れ
ら

の
損
害
リ
ス
ク
は
労
働
者
の
私
的
な
生
活
リ
ス
ク
を
超
え
て
い
な
い
し
、
労
務
の
た
め
の
走
行
に
よ
っ
て
増
加
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る

（
犯
）

と
判
一
不
Ｉ
し
た
。
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本
件
で
は
、
勤
務
場
所
に
お
い
て
労
働
者
の
自
家
用
車
を
業
務
使
用
の
た
め
に
準
備
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
は
引
渡

走
行
は
不
可
欠
だ
と
い
え
る
。
こ
れ
に
代
え
て
営
業
車
や
公
共
交
通
機
関
な
ど
を
使
用
す
る
こ
と
は
全
く
問
題
と
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、

こ
こ
で
は
、
自
動
車
な
し
で
履
行
し
う
る
か
と
い
う
労
務
の
性
質
や
使
用
者
の
事
故
リ
ス
ク
の
節
約
と
い
う
観
点
は
役
に
立
た
な
い
。
こ

（
胡
）

の
点
に
お
い
て
、
本
件
事
案
で
は
ヤ
ポ
ル
、
ネ
ッ
ク
の
基
準
に
よ
る
処
理
が
不
可
欠
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
ヤ
ポ
ル
ネ
ッ
ク
の
見
解
は
Ｏ
Ｇ
Ｈ
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
一
定
の
範
囲
で
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
の
拡
大
に
寄
与
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
全
面
的
に
従
来
の
判
断
基
準
が
放
棄
さ
れ
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
は
、
従
来
の
基
準
を

維
持
す
る
判
例
も
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
Ｏ
Ｇ
Ｈ
一
九
九
八
年
一
○
月
二
一
日
（
ロ
幻
。
シ
」
忠
Ｐ
］
仁
）
の
判
決
で
は
、
外
回
り
の
労

務
遂
行
の
機
会
に
妹
を
訪
ね
る
目
的
で
同
じ
場
所
に
と
ど
ま
り
（
何
ら
か
の
回
り
道
は
不
要
）
、
住
居
地
（
勤
務
地
）
へ
の
帰
り
道
に
事

故
を
起
こ
し
た
と
い
う
事
案
に
お
い
て
、
従
来
の
一
般
原
則
を
繰
り
返
し
た
上
で
、
こ
の
走
行
も
委
託
さ
れ
た
労
務
給
付
と
の
関
連
で
と

ら
え
ら
れ
る
と
判
示
し
た
。
こ
こ
で
は
、
本
来
的
な
労
務
の
一
時
的
な
中
断
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ

の
中
断
は
い
ず
れ
の
基
準
に
よ
る
か
に
直
接
係
わ
る
も
の
で
は
な
い
し
、
逆
に
言
え
ば
、
い
ず
れ
の
基
準
に
よ
っ
て
も
こ
れ
の
結
論
を
当

然
に
導
く
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
意
味
で
は
、
こ
の
判
決
が
従
来
の
基
準
を
採
用
し
た
こ
と
を
過
大
に
評
価
す
べ
き
で
は

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

く
つ
か
見
て
お
こ
う
。

使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
の
要
件
な
い
し
限
定
基
準
に
関
し
て
、
ヤ
ポ
ル
ネ
ッ
ク
の
見
解
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
こ
れ
以
外
の
学
説
を
い

三
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
の
限
定
基
準

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
論
の
展
開
（
二
（
宮
本
）

一
ハ
ー
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断
の
対
象
）
。

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

一ハーー

（
㈹
）

、
ビ
ド
リ
ン
ス
キ
ー
に
よ
れ
ば
、
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
の
要
件
と
し
て
、
①
後
に
損
害
に
現
実
化
し
た
リ
ス
ク
が
行
為
そ
れ
自
体

と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
（
行
為
の
リ
ス
ク
）
お
よ
び
②
こ
れ
が
雇
用
契
約
の
履
行
と
し
て
の
行
為
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
（
履
行
の

特
別
な
リ
ス
ク
）
を
必
要
と
す
る
。

ま
ず
第
一
に
、
行
為
そ
れ
自
体
の
危
険
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
行
為
の
危
険
な
い
し
リ
ス
ク
と
は
当
該
行
為
と
損
害
発
生
の
促
進
（
蓋

然
性
）
（
国
の
頤
目
印
厨
目
、
（
三
四
胃
、
Ｃ
冒
巨
】
・
蔦
の
辱
）
・
の
印
の
・
菌
９
の
ロ
の
①
ヨ
ヨ
号
）
の
結
合
を
意
味
す
る
。
こ
こ
で
の
損
害
促
進
は
統

計
的
な
蓋
然
性
や
相
当
因
果
関
係
で
は
な
く
、
経
験
の
あ
る
注
意
深
い
平
均
人
で
あ
れ
ば
予
め
計
算
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
の
損

害
発
生
の
可
能
性
で
足
り
る
（
損
害
の
予
見
可
能
性
）
。
労
働
者
の
車
の
損
害
に
つ
き
予
め
計
算
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
に
は
、

単
に
勤
務
中
の
自
動
車
の
運
転
だ
け
で
な
く
、
労
働
者
の
車
の
使
用
を
も
計
算
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
リ
ス
ク
判

ま
た
、
後
に
現
実
化
し
た
リ
ス
ク
を
惹
起
す
る
使
用
者
の
意
思
的
活
動
（
言
皀
の
ロ
⑰
四
再
）
の
時
点
を
基
準
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
予
測

可
能
性
が
判
断
さ
れ
る
（
リ
ス
ク
判
断
の
時
点
）
。
具
体
的
に
は
、
契
約
締
結
、
指
図
、
あ
る
い
は
契
約
の
変
更
の
い
ず
れ
か
の
時
点
で

あ
る
。
指
図
な
ど
は
、
労
働
者
の
自
動
車
の
提
供
自
体
で
は
な
く
、
労
働
者
の
車
の
提
供
が
な
け
れ
ば
履
行
で
き
な
い
よ
う
な
労
務
給
付

に
関
連
し
て
い
れ
ば
足
り
る
。
労
働
者
自
身
が
自
動
車
の
使
用
に
つ
き
判
断
す
る
よ
う
な
場
合
で
も
、
こ
の
こ
と
が
契
約
に
内
在
す
る
と

き
は
、
使
用
者
の
意
思
に
帰
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
に
、
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
に
関
し
て
は
、
雇
用
契
約
の
履
行
と
し
て
の
行
為
と
結
び
つ
い
た
損
害
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
契

約
の
履
行
の
特
別
な
危
険
）
。
雇
用
契
約
の
履
行
と
の
関
連
が
な
く
と
も
生
ず
る
損
害
の
促
進
・
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
が
こ
れ

を
負
担
す
る
。
こ
れ
ら
は
個
人
的
な
生
活
領
域
・
一
般
的
な
生
活
リ
ス
ク
に
属
す
る
（
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
伝
線
や
財
布
の
喪
失
、
階
段
か
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ら
の
転
倒
、
衣
服
の
消
耗
な
ど
）
。
個
人
的
な
生
活
領
域
の
リ
ス
ク
を
超
え
る
労
務
履
行
の
危
険
（
の
白
の
ｇ
の
『
目
の
囚
の
房
。
□
の
②
で
『
】
，

ご
貫
の
ご
伊
⑦
ワ
ロ
ロ
の
す
の
『
囚
呂
の
、
亘
目
ロ
⑪
、
の
す
の
己
の
Ｏ
の
『
四
コ
『
・
の
「
□
一
の
ロ
の
（
の
『
皀
」
旨
い
）
す
な
わ
ち
雇
用
契
約
の
履
行
の
特
別
な
危
険
（
⑪
□
の
‐

巳
｛
一
鯵
Ｃ
す
の
切
幻
一
②
詩
・
ロ
の
『
固
『
｛
皀
冒
ｍ
ｇ
ｍ
Ｃ
－
の
ロ
の
弓
の
『
一
『
四
曲
の
⑫
）
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
使
用
者
は
リ
ス
ク
責
任
を
負
う
。

労
働
者
の
自
動
車
の
段
損
に
つ
い
て
は
、
雇
用
の
拘
束
が
な
け
れ
ば
そ
の
自
動
車
が
運
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
よ
う
な
私
的
生
活
と
比
較

し
て
、
認
識
可
能
な
リ
ス
ク
の
増
大
を
そ
の
雇
用
上
の
行
為
が
も
た
ら
す
か
ど
う
か
が
決
定
的
で
あ
る
。
単
に
一
時
的
か
つ
制
限
的
な
範

囲
で
労
働
者
が
自
己
の
車
を
使
用
者
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
の
増
大
が
存
在
す
る
と
は
い
え
な
い
か
ら
、

使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
私
的
な
使
用
を
明
確
に
超
え
る
程
度
に
お
い
て
そ
の
自
動
車
を
雇
用
上
使

用
す
る
こ
と
が
予
見
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
故
実
際
的
に
は
い
つ
も
計
画
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
限
り
で
、
す
な
わ
ち
、
初
め
か
ら
計
画
に

組
み
込
ま
れ
た
永
続
的
な
雇
用
上
の
使
用
の
場
合
に
は
、
重
大
な
リ
ス
ク
の
増
大
が
存
在
す
る
。

な
お
、
労
働
者
の
車
の
投
入
が
労
務
の
履
行
に
役
立
つ
と
共
に
、
労
働
者
の
個
人
的
な
便
宜
に
も
役
立
つ
場
合
な
ど
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン

で
は
、
損
害
の
分
割
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
。

〈
机
）

ビ
ド
リ
ン
ス
キ
ー
の
見
解
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
フ
ァ
ー
パ
ー
は
基
本
的
に
こ
の
見
解
を
支
持
す
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ァ
ー

パ
ー
は
委
任
者
の
計
算
と
危
険
に
基
づ
く
事
務
処
理
義
務
と
い
う
委
任
契
約
の
本
質
を
前
面
に
押
し
出
し
、
こ
の
観
点
の
下
で
委
任
法
の

規
定
を
総
合
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
○
一
四
条
に
よ
る
責
任
も
こ
の
よ
う
な
委
任
者
の
計
算
と
危
険
に

由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
雇
用
契
約
へ
の
同
条
の
類
推
適
用
も
こ
の
こ
と
か
ら
基
礎
づ
け
ら
れ
る
。
「
委
任
の
履
行
と
結
び
つ
い
た
損
害
」

と
い
う
要
件
に
関
し
て
も
委
任
者
の
計
算
で
の
事
務
処
理
と
い
う
観
点
は
そ
の
基
本
的
な
解
釈
指
針
と
な
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
委
任
者
に

と
っ
て
損
害
発
生
が
予
見
可
能
な
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
（
リ
ス
ク
の
予
見
可
能
性
）
。
ま
た
、
一
般
的
な
損
害
賠
償
法
の
観
点
か
ら
、
こ

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
資
任
論
の
展
開
二
）
（
宮
本
）

一ハーーー
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法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

六
四

の
要
件
の
下
で
、
現
実
化
し
た
損
害
が
委
託
さ
れ
た
行
為
の
特
別
な
リ
ス
ク
で
あ
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
予
見
可

能
性
や
行
為
に
特
別
な
リ
ス
ク
に
関
す
る
ビ
ド
リ
ン
ス
キ
ー
の
見
解
を
原
則
的
に
支
持
す
る
。
し
か
し
、
ビ
ド
リ
ン
ス
キ
ー
が
委
任
関
係

や
雇
用
関
係
に
よ
っ
て
認
識
可
能
的
に
リ
ス
ク
が
増
大
し
た
か
と
い
う
問
題
を
持
ち
出
す
こ
と
に
対
し
て
は
反
対
す
る
。
予
見
可
能
な
、

行
為
に
特
別
な
リ
ス
ク
と
い
う
要
件
で
十
分
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
の
考
察
を
持
ち
出
す
こ
と
は
必
要
で
も
有
益
で
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
胆
）

②
さ
ら
に
、
学
説
の
中
に
は
使
用
者
の
意
思
的
要
素
を
も
考
慮
す
る
見
解
が
あ
る
。
た
と
》
え
ば
、
マ
ャ
ー
・
マ
リ
ー
は
、
使
用
者
が

他
の
自
己
の
財
貨
を
使
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
自
分
で
そ
の
リ
ス
ク
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
判
例
の

基
準
を
支
持
す
る
が
、
さ
ら
に
、
労
働
者
の
財
貨
使
用
前
に
お
け
る
使
用
者
の
容
態
に
よ
っ
て
も
使
用
者
が
リ
ス
ク
責
任
を
負
う
こ
と
を

認
め
る
。
す
な
わ
ち
、
使
用
者
は
労
働
者
の
財
貨
の
使
用
を
望
み
（
三
目
⑪
：
⑮
ロ
）
、
こ
れ
を
許
容
（
ぬ
の
⑩
国
耳
の
口
）
あ
る
い
は
命
ず
る
（
目
。
，

ａ
ｐ
ｇ
）
こ
と
が
で
き
る
。
命
令
の
と
き
は
リ
ス
ク
移
転
を
生
ず
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
あ
る
種
の
意
思
表
示
的
価
値
（
、
⑩
ゴ
ー
⑫
‐

②
の
『
向
『
汽
一
讐
『
目
、
⑩
暑
の
弓
）
を
伴
う
使
用
者
の
す
べ
て
の
容
態
も
リ
ス
ク
移
転
に
導
く
と
い
う
。

ケ
ル
シ
ュ
ナ
ー
は
使
用
者
が
労
働
者
ま
た
は
第
三
者
に
属
す
る
物
の
使
用
を
承
諾
し
（
目
の
ご
曰
ョ
の
ゴ
）
ま
た
は
こ
れ
を
黙
認
し
た

（
ロ
ロ
国
の
ロ
）
場
合
に
少
な
く
と
も
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
を
認
め
て
き
た
が
、
さ
ら
に
、
現
在
で
は
、
使
用
者
が
自
己
の
物
を
使
用
さ
せ

（
梱
）

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
場
ム
ロ
に
も
こ
れ
を
認
め
る
。

（
“
）
 

③
ト
ー
マ
ン
ド
ル
は
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
類
推
適
用
の
立
場
か
ら
で
は
あ
る
が
、
営
業
手
段
の
提
供
（
国
の
一
の
【
の
ｌ
－
Ｅ
。
輯
）
は
使
用
者
の
義
務

で
あ
り
、
こ
れ
を
労
働
者
に
転
嫁
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
使
用
者
は
責
任
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
労
働
者

が
自
分
で
営
業
手
段
（
、
の
曰
の
ご
印
日
冒
の
］
）
を
提
供
す
る
こ
と
を
使
用
者
か
ら
直
接
的
ま
た
は
間
接
的
に
強
い
ら
れ
た
場
合
に
は
、
使

用
者
は
リ
ス
ク
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
具
体
的
に
は
、
労
働
者
に
よ
る
営
業
手
段
の
提
供
が
使
用
者
か
ら
請
求
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使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
の
要
件
な
い
し
限
定
基
準
に
関
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
学
説
が
存
在
す
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
使
用
者
の
リ
ス

ク
責
任
論
は
決
し
て
野
放
図
な
使
用
者
の
責
任
へ
と
導
く
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
ピ
ド
リ
ン
ス
キ
ー
や
フ
ァ
ー
バ
ー
の
よ
う
に
、

使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
が
客
観
的
に
予
見
可
能
な
特
別
な
リ
ス
ク
に
制
限
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
過
大
（
苛
酷
）
な
負
担
を
使
用
者
に
課
す

こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
リ
ス
ク
の
予
見
可
能
性
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
使
用
者
は
こ
れ
を
考
慮
し
て
損
失
を
被

る
リ
ス
ク
を
冒
す
こ
と
を
取
り
止
め
る
こ
と
も
で
き
る
。
い
ず
れ
を
選
択
す
る
か
は
ま
さ
に
使
用
者
が
自
己
の
計
算
と
危
険
に
お
い
て
な

（
柵
）

す
べ
き
事
柄
で
あ
り
、
リ
ス
ク
が
損
害
に
現
実
化
し
た
と
き
は
、
使
用
者
が
こ
れ
を
負
担
す
べ
き
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
よ
う
。

（
ぐ
の
１
ｐ
ｐ
ｍ
ｇ
）
さ
れ
た
か
、（
鴨
）

た
場
ム
ロ
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

（
４
）
四
宮
和
夫
「
事
務
管
理
・
不
当
利
得
・
不
法
行
為
（
下
巻
）
』
七
一
○
頁
以
下
二
九
八
五
年
）
。

（
５
）
拙
稿
「
雇
用
・
労
働
契
約
に
お
け
る
安
全
配
慮
義
務
ｌ
給
付
義
務
構
成
へ
の
一
つ
の
試
み
」
法
学
研
究
三
六
号
一
六
○
頁
以
下
（
一
九
八
六
年
）
、
同

「
安
全
配
慮
義
務
と
保
護
義
務
」
私
法
四
六
号
二
○
九
頁
以
下
二
九
八
六
年
）
。
そ
の
後
、
「
雇
用
・
労
働
契
約
へ
の
民
法
六
五
○
条
三
項
の
類
推
適
用
」
法

学
研
究
四
九
号
一
三
五
頁
以
下
（
’
九
九
二
年
）
に
お
い
て
、
こ
れ
の
具
体
化
を
試
み
た
。

（
６
）
下
森
定
「
国
の
安
全
配
慮
義
務
」
国
家
補
償
法
大
系
２
．
二
五
九
頁
以
下
（
一
九
八
七
年
）
、
同
「
判
批
」
判
夕
六
六
九
号
五
六
頁
以
下
（
一
九
八
八
年
）
、

野
田
龍
一
「
民
法
六
五
○
条
三
項
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
ｌ
比
較
法
制
史
的
考
察
ｌ
」
福
岡
大
法
学
論
議
三
七
巻
二
・
一
一
一
・
四
号
三
六
三
頁
以
下
（
一
九
九
三

オ
ー
ス
ト
リ
ァ
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
資
任
論
の
展
開
二
）
（
宮
本
）

六
五

（
３
）
四
宮
和
夫
『
事
務
管
理
・
不
当
利
得
・
不
法
行
為
（
上
巻
）
』
三
三
頁
以
下
（
一
九
八
一
年
）
。
も
っ
と
も
、
賠
償
請
求
し
う
る
損
害
は
「
費
用
」
に
準
ず

（
１
）
Ｃ
画
。
、
ユ
ッ
ー

（
２
）
こ
の
占
（
に
一

九
一
年
）
参
照
。

ｕ
）
四
宮
和
夫
『
事
》

る
も
の
に
限
ら
れ
る
。

Ｃ
画
。
、
コ
ツ
雪
的
一
六
○
コ
、
ヰ
ニ
ゴ
、
す
の
一
②
、
雪
餌
ユ
の
。
⑫
漁
の
ゴ
の
一
召
の
『
日
陛
蒟
弄
の
】
《
冒
命
『
の
ロ
己
の
己
冒
（
の
『
の
⑩
⑫
の
．
”
。
シ
』
息
②
・
含
［
［
：

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
労
働
過
程
で
生
じ
た
損
害
の
帰
属
と
他
人
の
た
め
に
す
る
行
為
の
危
険
資
任
」
法
学
研
究
四
七
号
一
一
一
一
一
八
頁
以
下
（
一
九

ま
た
は
指
示
さ
れ
た
労
務
を
正
常
に
処
理
す
る
た
め
に
は
そ
れ
が
必
要
不
可
欠
（
ロ
・
言
の
□
＆
、
）
で
あ
っ

Hosei University Repository



ｍ
・
暉
回
Ｐ

（
旧
）
。
』

（
Ⅳ
）
○
丘
閂
豈
。
（
の
『
。
ご
】
の
宛
』
⑩
房
◎
ず
呉
曰
ゴ
晩
三
の
、
の
。
『
鷲
一
ｍ
六
国
芹
旨
［
『
の
ヨ
ニ
の
目
閂
【
二
の
忌
膀
Ｃ
巳
⑪
巳
］
脂
の
目
】
⑦
】
ロ
⑦
⑪
エ
菖
已
回
曲
の
己
ユ
ロ
筥
已
》
」
、
］
届
思
》
函
」
『
『
［

■
 

（
巴
『
［
．
・
圏
、
〔
・
）
・
ロ
の
『
⑰
の
］
す
Ｐ
旨
⑫
◎
す
三
】
曰
凹
皀
Ｐ
石
田
Ｘ
一
⑫
丙
○
ヨ
ヨ
の
回
国
『
園
ニ
ヨ
ン
庫
。
、
］
軍
□
・
唾
・
障
シ
こ
『
一
・
・
］
』
⑫
『
。
ｚ
■
●
す
ゆ
か
』
Ｅ
【
巨
一
□
国
ｏ
・
河
崎
・
』
ロ
ロ
昌
一
．

（
Ｍ
）
国
巨
Ｓ
一
一
『
勗
蚕
・
□
一
の
再
厨
房
○
ず
四
戸
巨
己
、
。
⑪
の
シ
『
す
の
】
気
の
ワ
の
『
⑫
》
ｍ
・
ヨ
・

（
旧
）
『
耳
Ｎ
・
元
一
切
房
○
Ｎ
こ
『
の
ロ
ヨ
コ
ロ
コ
、
ｓ
の
一
弓
坤
［
一
ｍ
【
の
一
ニ
ヨ
［
『
の
ョ
巳
の
ロ
百
一
⑮
『
の
い
⑪
Ｐ
】
⑫
忠
・
弩
［
［
．
．

（
肥
）
【
の
『
⑩
、
コ
ゴ
の
『
。
。
｝
の
宛
の
一
Ｃ
ヨ
ミ
凰
冨
ロ
の
『
』
『
ご
Ｃ
一
肩
の
ロ
の
『
一
国
［
巨
皀
晒
皀
：
す
⑫
』
Ｅ
←
シ
因
の
口
一
口
目
。
日
四
口
Ｑ
］
・
困
呉
自
己
堀
：
『
○
ヶ
｜
の
ヨ
の
］
ヨ
シ
『
ワ
の
一
扇
ぐ
の
『
ず
少
一
〔
，

（
皿
）
『
Ｃ
ョ
壁
コ
ニ
ー
マ
。
『
〔
】
ゴ
ニ
｜
邑
嘱
の
ご
巨
己
二
○
『
の
二
Ｎ
の
こ
こ
の
『
ぐ
の
『
⑩
。
声
巨
一
旦
の
口
叩
巨
口
四
す
ぎ
壁
ロ
巴
碩
の
ヨ
シ
『
す
の
一
同
の
す
の
『
云
禺
日
。
頭
一
瞬
シ
⑫
一
窒
一
亨
曽
『
『
．
（
篭
）
・

（
ｕ
）
『
Ｃ
皀
騨
ロ
ロ
一
一
Ｎ
シ
、
』
ｇ
］
》
召
寓
（
さ
電
・
）
・

（
、
）
こ
れ
は
□
『
】
一
一
の
『
⑦
旨
。
く
の
一
一
①
目
皀
シ
、
○
ｍ
ぐ
。
曰
乞
・
単
・
］
②
屋
宛
の
、
一
・
二
『
・
巴
を
指
す
ｃ

（
旧
）
ヤ
ポ
ル
ネ
ッ
ク
は
、
こ
こ
で
は
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
○
○
二
条
以
下
が
一
般
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
単
に
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
そ
こ
で
は
、
法
の
欠
映
と
の
関
連
は
必
ず
し
も
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。
］
：
ｃ
『
ロ
の
偶
・
ロ
勾
已
シ
己
匿
．

な
お
、
六
五
○
条
三
項
の
歴
史
的
な
沿
革
に
つ
い
て
は
、
野
田
龍
一
「
委
任
者
の
損
害
填
補
義
務
Ｉ
民
法
六
五
○
条
三
項
の
史
的
系
譜
ｌ
」
福
岡
大
法
学
論

叢
三
六
巻
一
・
二
・
三
号
五
一
頁
以
下
（
一
九
九
一
）
に
詳
し
い
。

（
７
）
］
“
す
。
『
ロ
の
額
額
し
【
ど
の
耳
油
の
す
の
Ｈ
ご
菖
曰
。
館
己
『
、
餌
Ｃ
。
⑬
。
三
鰹
〔
］
の
。
囚
コ
ン
ヱ
‐
同
一
的
①
二
三
』
ヨ
・
□
幻
。
シ
ご
ｍ
』
．
⑫
『
｛
【
．
（
四
『
）
．
。
。
『
い
の
］
ず
ｐ
Ｎ
Ｅ
『
の
。
ゴ
ロ
。
①
口
の
‐

す
呉
冒
口
胸
二
Ｃ
銃
戸
の
【
】
：
ロ
⑫
』
臼
心
鈩
ｐ
ｏ
Ｐ
Ｄ
幻
。
シ
乞
麗
」
篭
露
．
（
］
農
）
）
．

（
８
）
国
昌
。
］
】
ロ
の
蚕
・
□
一
の
宛
厨
房
Ｃ
ゴ
凹
津
ご
ゴ
、
こ
の
の
シ
『
己
の
一
｛
ぬ
の
可
の
『
ｍ
・
ろ
蜜
か
、
．
、
③
［
局
：

（
９
）
判
例
を
支
持
す
る
学
説
と
し
て
は
、
本
文
に
引
用
す
る
も
の
の
他
に
、
【
］
の
一
Ｐ
Ｃ
の
『
＆
の
ロ
②
〔
す
の
Ｓ
ロ
臼
の
の
ｍ
Ｓ
の
Ｃ
富
Ｑ
の
ロ
ロ
の
の
冒
す
の
旨
の
ゴ
ョ
の
『
⑫
．

□
宛
。
シ
ご
ｇ
・
農
『
（
［
（
⑭
ヨ
Ｃ
一
四
四
二
『
の
旨
戸
⑫
○
す
凹
旦
の
。
②
の
『
の
呉
目
。
⑩
□
『
辱
◎
す
の
出
宮
醜
こ
の
『
こ
の
。
『
の
コ
ニ
ロ
コ
胸
。
の
⑭
白
陀
の
ロ
の
己
【
（
蹟
冨
『
已
宛
■
揚
巨
（
（
『
ロ
侭
、
の
ｓ
の
『

。
。
①
【
シ
『
ず
の
耳
頻
の
す
の
『
・
」
国
一
ご
塵
←
壹
幽
②
一
｛
『
．
（
鐘
宣
）
ご
ｍ
ｂ
篇
一
ヶ
回
、
三
の
『
・
冒
司
］
Ｃ
『
Ｃ
Ｐ
Ｅ
へ
、
己
旨
一
ワ
ニ
Ｃ
三
の
『
へ
⑭
（
『
口
②
の
①
【
・
少
『
Ｃ
の
】
扇
『
の
。
ロ
（
・
塵
Ｑ
・
一
つ
一
・
シ
色
色
．
．
」
⑪
垣
嘩
．

昌
一
酌
』
垣
①
」
。
、
。
、
『
〔
【
。
（
匂
②
【
・
）
。

塵
『
【
〔
。
（
⑭
『
）
。

圏
、
（
．
．
な
ど
が
あ
る
。

年
）
な
ど
。

○
す
の
島
・
奇
『
ｈ
尹
切
】
ｇ
］
・
ヨ
魚
。
（
＄
）
に
よ
れ
ば
、
他
人
の
た
め
に
す
る
行
為
の
リ
ス
ク
の
帰
寅
原
則
と
社
会
的
な
保
護
原
則
と
い
う
帰
資
原
則
の
累

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

一ハーハ
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（
駈
）
○
す
の
島
。
蜀
図
》
凶
の
少
』
ｇ
］
一
雪
【
【
（
忠
）
・

（
配
）
シ
ロ
、
［
ロ
冒
雪
ヨ
⑪
。
ヲ
員
ョ
、
ご
目
勺
国
風
②
丙
○
日
目
の
昌
閏
慰
日
冒
し
国
○
厘
国
。
．
⑪
｜
』
・
鈩
巨
色
・
』
＄
『
．
⑫
］
已
吟
．
”
凶
・
】
国
・
印
・
『
筐
．

Ｏ
Ｇ
Ｈ
一
九
九
五
年
一
一
月
八
日
（
。
］
国
』
＄
Ｐ
』
＆
）
も
、
立
法
者
が
明
ら
か
に
考
え
て
い
な
か
っ
た
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
に
よ
る
請
求
権
は
Ｄ
Ｈ
Ｇ

六
条
の
中
に
包
含
さ
れ
て
い
な
い
と
す
る
。

（
町
）
こ
の
他
に
、
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
の
基
礎
を
配
慮
義
務
に
求
め
る
見
解
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
シ
ュ
ノ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
配
慮
義
務
に
基
づ
い
て
、
通

常
の
労
働
危
険
を
超
え
る
蛍
播
に
伴
う
特
別
犠
牲
（
臼
目
⑩
苔
の
。
冒
頭
一
の
⑫
の
。
己
の
【
：
【
の
『
）
に
関
し
て
は
労
働
者
に
適
切
な
賠
償
を
給
付
す
べ
き
義
務
が
使
用

者
に
生
ず
る
。
こ
の
使
用
者
の
義
務
は
労
働
者
の
側
で
は
労
働
契
約
に
基
づ
く
履
行
請
求
権
と
し
て
現
れ
る
。
の
・
目
・
目
こ
の
『
印
Ｃ
目
一
・
ｇ
切
目
：
颪
ゴ
、
】
ぬ
の

国
凰
目
皀
晒
。
⑪
の
少
同
Ｓ
の
】
肩
の
す
の
昂
〔
ご
『
の
：
す
い
○
す
凶
○
句
口
已
＄
シ
『
す
国
曰
の
ゴ
ョ
の
『
鮎
。
宛
ロ
ミ
］
富
ニ
マ
ゴ
『
｛
．
（
忠
）
・

（
鋼
）
Ｃ
の
患
皀
麗
』
】
・
扇
］
四
ｓ
＄
・
『
農
，

（
羽
）
○
○
頭
己
麗
・
園
・
鷺
。
］
Ｎ
墨
患
．
ｇ
］
・

（
釦
）
⑫
国
ロ
国
］
．
ご
【
］
ｍ
ｐ
ｍ
Ｅ
ｐ
Ｑ
ｏ
ｍ
Ｃ
弓
昌
冒
の
『
・
【
ｏ
ヨ
ョ
の
曰
薗
『
斡
巨
ヨ
シ
国
の
国
》
国
二
・
一
へ
一
・
・
画
・
少
匡
室
・
』
患
』
・
脇
］
已
垈
・
］
三
Ｐ
の
．
②
色
》
の
〔
『
患
い
⑪
『
・
冒
幻
ロ
ョ
ョ
の
一
・

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
論
の
展
開
二
）
（
宮
本
）

六
七

因
シ
め
ど
』
坪
⑭
『
【
，
（
］
』
）
・

（
駈
）
○
す
の
島
。
蜀
図
》
凶
の
少

（
配
）
シ
ロ
、
弓
『
・
ヨ
⑪
。
ゴ

積
的
な
効
果
は
、
稀
な
事
例
を
除
い
て
、
過
失
と
い
う
帰
責
事
由
の
あ
る
労
働
者
の
免
責
を
も
た
ら
す
と
い
う
。

（
四
）
【
の
【
②
○
す
■
の
『
．
□
】
の
宛
の
】
◎
彦
君
の
戸
の
。
①
円
し
【
す
の
芦
伺
の
す
の
昏
凹
【
百
口
い
の
。
＄
［
｛
・
・

（
卯
）
【
の
厨
○
ゴ
ロ
臼
》
□
】
の
幻
の
一
。
宮
ど
の
一
戸
の
ロ
の
『
少
『
Ｃ
の
一
同
の
ロ
の
『
一
】
四
［
〔
日
】
い
⑫
．
＆
・

（
即
）
【
の
『
②
。
豈
己
閂
・
□
】
の
”
の
】
、
旨
三
国
冨
口
の
『
シ
『
す
の
一
肩
の
す
の
『
三
呉
白
ロ
、
。
②
・
園
『
，
・
二
の
『
ｍ
の
’
す
の
》
ご
宛
ユ
ン
］
忠
］
・
］
笥
魚
．
（
］
き
）
・

（
躯
）
『
。
Ｂ
四
目
Ｑ
一
・
国
し
②
こ
む
】
・
胃
『
［
，
（
怠
｛
［
・
）
．

（
鋼
）
も
っ
と
も
、
Ｏ
Ｇ
Ｈ
は
過
失
相
殺
に
よ
る
減
額
の
仕
方
に
関
し
て
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
ト
ー
マ
ン
ド
ル
の
こ
の
主
張
は
牽
強
付

会
の
誹
り
を
免
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
型
）
こ
の
よ
う
な
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
類
推
適
用
論
は
す
で
に
八
三
年
判
決
を
契
機
と
し
た
シ
ニ
ラ
ン
ク
の
論
文
に
お
い
て
主
張
さ
れ
て
い
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ

に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
て
い
な
い
労
働
者
の
物
的
財
貨
（
⑫
出
、
肩
亘
の
『
ロ
）
に
対
す
る
損
害
に
つ
い
て
、
労
働
者
に
こ
れ
を
完
全
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
解

な
評
価
の
断
裂
（
目
ぐ
の
『
勿
蕨
且
一
一
●
ず
の
『
言
の
『
目
ゴ
、
：
『
巨
呂
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
計
画
違
反
の
法
の
欠
映
で
あ
り
、
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
リ
ス
ク
分
配
原
則
を
類
推
的
に

援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
を
閉
じ
る
べ
き
で
あ
る
（
Ｄ
Ｈ
Ｇ
二
条
・
三
条
の
類
推
適
用
）
。
営
業
手
段
を
供
給
す
べ
き
義
務
を
労
働
者
に
転
嫁
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
使
用
者
は
Ｄ
Ｈ
Ｇ
の
リ
ス
ク
分
配
を
回
避
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
の
。
盲
目
宍
『
国
の
〔
『
一
の
す
⑰
二
切
涛
。
Ｅ
目
貰
Ｓ
の
】
一
⑪
『
の
。
巨
旨
冨
言
の
１
．
日
目
ロ
館
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（
調
）
な
お
、
Ｃ
Ｇ
Ｈ
一
九
八
七
年
二
月
二
四
日
ｅ
丙
Ｑ
シ
』
①
②
Ｐ
ら
ｇ
）
も
労
働
者
の
自
動
車
の
殴
損
に
係
わ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
案
で
は
、

損
害
は
当
該
労
働
者
が
経
営
協
議
会
委
員
と
し
て
会
議
に
出
席
す
る
た
め
に
自
動
車
で
走
っ
て
い
る
途
中
で
の
交
通
事
故
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
い
う
点
に
特
殊

性
が
あ
る
。
裁
判
所
は
、
経
営
協
議
会
委
員
の
委
託
（
国
の
ａ
：
叩
国
府
曰
目
：
（
）
は
労
働
契
約
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
労
務
給
付
の
調
達
と
意
味
的

な
関
連
性
を
有
す
る
と
し
て
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
類
推
に
よ
る
リ
ス
ク
責
任
法
理
の
適
用
を
認
め
た
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
の
リ
ス
ク
判
断
は
、
労
働
者

と
し
て
の
活
動
で
は
な
く
て
、
こ
の
委
託
遂
行
の
た
め
に
自
己
の
自
動
車
の
投
入
を
必
要
と
す
る
か
否
か
に
依
る
。
つ
ま
り
、
労
働
者
の
自
動
車
の
使
用
が
な

け
れ
ば
、
使
用
者
は
自
己
の
自
動
車
を
投
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
で
こ
れ
と
結
び
つ
い
た
リ
ス
ク
を
自
分
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ど
う
か
が

問
題
と
な
る
が
、
本
件
事
案
で
は
、
こ
の
よ
う
な
使
用
者
の
義
務
は
存
在
し
な
い
と
し
て
労
働
者
の
賠
償
瀦
求
を
否
定
し
た
。
ま
ず
第
一
に
、
労
働
規
則
法

（
シ
『
丘
ぐ
の
）
七
二
条
の
“
そ
の
他
の
物
品
の
必
要
性
（
８
冨
冨
殖
①
の
四
ｓ
の
『
［
Ｃ
ａ
の
『
己
⑫
②
の
）
“
を
拡
張
解
釈
し
て
、
使
用
者
の
自
動
車
供
与
義
務
を
承
認
し
う

る
が
、
個
々
の
事
例
で
は
こ
れ
は
営
業
の
大
き
さ
や
経
営
協
議
会
の
必
要
性
（
軍
の
昌
一
『
｛
三
認
の
）
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
。
本
件
で
は
営
業
規
模
な
ど
か
ら
こ
の

よ
う
な
義
務
を
使
用
者
は
負
わ
な
い
。
第
二
に
、
そ
の
会
議
に
出
席
す
る
た
め
に
自
動
車
を
用
い
る
こ
と
の
不
可
避
性
も
否
定
さ
れ
る
。
公
共
交
通
手
段
の
利

用
の
可
能
性
が
存
在
し
た
こ
と
、
会
議
の
期
日
や
場
所
の
調
整
可
能
性
の
存
在
、
さ
ら
に
自
己
の
自
動
車
を
最
寄
り
の
駅
や
パ
ス
停
留
所
に
霞
い
て
お
く
こ
と

が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
自
己
の
自
動
車
の
使
用
は
労
働
者
の
個
人
的
な
生
活
領
域
に
算
入
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
使
用
者
の
活
動
領
域
に
は

法
学
志
林
第
一
○
四
巻
第
二
号

六
八

【
Ｃ
ロ
】
目
の
二
四
『
悶
巨
ヨ
】
シ
国
の
口
団
ｐ
』
。
』
・
少
巨
邑
．
・
９
９
．
溌
己
］
』
・
己
勗
・
宛
醐
・
』
Ｐ
の
．
ｇ
＆
（
・
・
の
。
弓
昌
冨
の
『
・
○
の
｛
の
『
『
の
一
，
三
の
。
豈
の
②
、
。
夛
巨
］
□
『
の
。
胃
の
》
国
の
⑪
。
。
□
の
『
の
『

『
の
一
一
Ｅ
ロ
ロ
の
Ｃ
豈
四
ロ
の
口
⑪
閂
困
忌
・
函
・
少
色
色
・
』
①
９
．
の
・
日
』
・

（
副
）
］
、
す
（
》
『
。
の
賄
い
□
幻
ロ
シ
ご
霞
・
旨
帛
｛
．
（
望
【
［
・
）
・

（
釦
）
］
口
ワ
ｏ
目
の
ぬ
い
Ｃ
宛
。
シ
』
垣
震
・
監
勇
・
〈
患
）
・

（
銅
）
］
ｇ
ｏ
ョ
の
頤
い
宛
凰
鴛
：
｛
三
目
こ
の
旨
の
醜
国
丙
，
三
一
肩
一
一
８
＄
ロ
幻
○
抄
ご
ｍ
Ｐ
』
ｓ
（
←
＆
）
に
よ
れ
ば
、
使
用
者
の
利
益
の
た
め
に
、
か
つ
、
使
用
者
の
自

由
裁
量
に
よ
り
（
目
目
Ｚ
巨
百
の
ロ
目
口
目
呂
口
の
己
。
⑫
言
。
。
□
の
⑪
少
の
）
、
労
働
者
の
物
が
使
用
さ
れ
た
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
帰
す
る
。

（
鈍
）
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
使
用
者
の
指
図
に
違
反
す
る
か
、
何
の
理
由
も
な
く
突
然
に
か
つ
使
用
者
や
上
司
と
協
識
し
な
い
で
、
労
働
者
が
自
家
用
車
を
使
用
し

た
場
合
に
は
、
使
用
者
の
リ
ス
ク
賢
任
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ご
ｍ
一
・
］
：
。
『
ロ
の
、
、
》
Ｎ
Ｅ
『
⑫
。
冨
旦
目
の
菌
【
冒
月
□
の
②
少
の
目
ロ
ゴ
畦
一
三
一
尹
函
の
Ｐ
Ｃ
目
シ
］
》
雷
．

が
で
き
た
。

属
し
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ヤ
ポ
ル
ネ
ッ
ク
は
経
営
協
議
会
の
委
員
は
使
用
者
の
利
益
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
ら
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
に
よ

る
リ
ス
ク
分
配
は
問
題
と
は
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
営
業
所
有
者
の
物
品
供
与
義
務
を
定
め
る
労
働
規
則
法
（
胃
□
ご
ｏ
）
七
二
条
は
、
そ
の
意
義
と
目

」
呂
露
．
（
届
⑰
）
．
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的
に
よ
れ
ば
、
供
与
す
べ
き
物
品
の
偶
然
的
な
損
害
の
リ
ス
ク
は
営
業
所
有
者
に
帰
せ
ら
れ
る
と
い
う
点
に
及
ぶ
。
本
件
で
は
、
Ａ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
○
一
四
条
で

は
な
く
て
、
労
働
規
則
法
七
二
条
か
ら
導
か
れ
る
特
別
な
法
律
上
の
リ
ス
ク
分
配
を
基
礎
と
す
べ
き
だ
と
い
う
。
」
：
。
『
冒
侶
・
幻
の
】
②
の
目
冒
■
且
の
ヨ
の
⑪

国
宛
‐
二
】
一
館
二
８
の
の
．
□
宛
旦
シ
］
や
ｇ
・
」
ｇ
〈
←
ｇ
［
・
）
．

な
お
、
リ
ス
ク
責
任
の
人
的
適
用
範
囲
に
つ
い
て
は
、
ご
ｍ
一
・
．
【
の
『
⑫
。
言
の
『
ｂ
】
の
”
の
一
呂
乏
の
一
［
の
。
①
『
シ
『
□
＆
信
呂
の
【
冨
旨
つ
い
、
．
ｇ
『
［
・
・

（
妬
）
さ
ら
に
、
衣
服
や
旅
行
用
具
の
喪
失
や
段
損
な
ど
は
「
一
般
的
な
生
活
危
険
（
臼
一
一
ｍ
の
曰
の
旨
の
『
あ
す
の
息
１
の
房
。
）
」
に
属
す
る
と
し
た
。
指
示
さ
れ
た
行

為
に
よ
る
損
害
の
促
進
（
②
ロ
高
ロ
目
⑪
ロ
の
、
目
⑪
骨
目
的
）
は
問
題
と
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（
師
）
］
陣
已
Ｃ
『
己
の
ぬ
い
．
Ｎ
ご
『
元
一
の
芽
。
。
⑪
｛
白
口
晒
二
ｍ
Ｃ
豈
唾
皀
三
シ
国
の
因
一
目
シ
『
す
の
］
［
の
『
の
。
三
・
つ
宛
ニ
シ
＄
①
』
》
画
『
｛
（
．
（
田
）
・

（
躯
）
こ
れ
に
対
し
て
、
ケ
ル
シ
ニ
ナ
ー
は
メ
ガ
ネ
や
衣
服
な
ど
労
働
者
の
費
用
と
危
険
に
お
い
て
使
用
に
供
さ
れ
る
べ
き
物
に
つ
い
て
は
賠
償
さ
れ
な
い
が
、

自
家
用
車
の
事
故
の
結
果
と
し
て
の
行
政
費
用
や
牽
引
費
用
は
賠
償
さ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
。
【
の
『
円
ゴ
ロ
の
『
・
□
】
目
の
Ｓ
の
豈
曰
の
『
富
「
５
一
一
ｃ
三
噸
＄
の
百
．
函
・
少
呂
・
・

四
ｓ
』
》
⑫
』
・
幻
闇
・
巴
・
印
・
さ
．
。
⑥
厨
の
］
す
の
》
ロ
宛
。
シ
］
患
『
・
曽
酋
［
［
．
（
国
、
）
・

（
羽
）
な
お
、
当
該
自
動
車
が
労
働
者
で
は
な
く
て
第
一
一
一
者
の
所
有
に
属
す
る
事
例
と
し
て
は
、
Ｃ
Ｇ
Ｈ
一
九
八
六
年
二
月
一
八
日
（
』
画
一
ご
恩
・
←
＆
）
お
よ
び

Ｃ
Ｇ
Ｈ
一
九
九
五
年
一
一
月
八
日
（
。
］
国
』
９
ｍ
》
９
。
）
が
あ
る
。
詳
細
は
第
三
者
に
対
す
る
加
害
の
類
型
に
お
い
て
後
述
す
る
が
、
使
用
者
の
活
動
領
域
の

判
断
基
準
に
つ
い
て
簡
単
に
み
る
と
、
前
者
で
は
八
三
年
判
決
が
そ
の
ま
ま
援
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
後
者
で
は
、
使
用
者
が
こ
の
損
害
に
関
し
て
リ
ス
ク

責
任
を
負
う
》
」
と
自
体
は
争
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
従
来
の
判
例
を
繰
り
返
す
に
と
ど
ま
る
。

（
側
）
国
『
□
一
言
の
蚕
・
ロ
】
の
四
ｍ
弄
○
ゴ
凹
帛
白
口
賄
。
①
の
シ
『
す
の
】
扇
、
の
す
の
『
酌
．
⑭
．
ｓ
［
【
：

（
狐
）
司
、
す
の
『
・
宛
一
砂
一
六
Ｃ
三
四
『
冒
口
鍼
】
ヨ
シ
巨
津
『
蝕
瞭
‐
宮
口
。
シ
『
ず
の
岸
の
『
の
。
。
（
ｇ
三
・
ｍ
．
」
霞
〔
［
『
囲
む
｛
［
・

（
⑫
）
三
四
］
の
『
，
三
陸
一
竜
・
ロ
の
四
⑪
房
○
目
津
巨
。
、
こ
の
砂
シ
『
ロ
の
曰
［
ぬ
の
丘
の
【
⑩
ご
『
国
、
目
唐
｝
］
目
の
二
口
の
の
シ
ュ
馬
一
日
呂
曰
閂
②
．
ｚ
国
シ
、
の
一
一
・
空
・
＄
筥
・
⑰
露
．
（
』
⑰
）
・
ロ
の
『
，

⑪
。
］
ロ
の
］
。
②
【
の
■
『
の
一
。
三
⑪
の
ゴ
①
醜
シ
『
己
凪
扇
『
の
。
百
［
一
国
。
。
】
一
．
ご
ヨ
。
ｍ
・
垣
一
・

（
旧
）
【
⑦
『
い
◎
豈
口
の
【
。
□
一
の
元
の
－
，
ゴ
ミ
白
（
の
曰
の
『
シ
『
す
の
】
気
の
す
の
『
。
■
『
曰
［
属
・
印
・
＄
・
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“
）
弓
。
ヨ
ロ
ロ
ｅ
・
国
房
の
」
＄
一
・
閨
魚
。
（
念
［
・
）
・

〈
妬
）
な
お
、
シ
ュ
ノ
ー
ル
は
、
配
慮
義
務
説
の
立
場
か
ら
、
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
を
労
働
者
に
と
っ
て
特
別
犠
牲
（
ｍ
・
己
の
『
・
耳
の
『
）
を
意
味
す
る
よ
う
な

労
務
に
伴
う
損
害
す
な
わ
ち
通
常
は
労
働
者
の
労
働
危
険
に
属
し
な
い
損
害
に
限
る
。
こ
こ
で
は
、
当
該
損
害
が
労
働
に
典
型
的
な
ま
た
は
異
常
な
出
来
事
に

拠
る
か
ど
う
か
は
法
的
に
重
要
で
は
な
い
。
の
。
百
・
『
『
・
召
乏
●
己
匿
・
ゴ
露
・
（
忠
）
・

（
妬
）
ご
晩
一
・
・
句
■
ず
の
『
・
囚
、
房
○
ゴ
ロ
〔
日
ロ
鋲
の
。
］
量
『
：

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
使
用
者
の
リ
ス
ク
責
任
論
の
展
開
（
二
（
宮
本
）
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